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農の品種改良で進化する
松浦 武蔵
500億ドルのグローバル市場をめぐり、種子業界の構造は激変。今後は、遺
伝子技術、中国市場、園芸種子という３つの潮流が市場を左右する

構造が激変したグローバル種子市場3

河瀨 眞琴
農業は動植物の遺伝資源を保存し、育種により発展してきた。遺伝資源の
収集や活用に求められる国際的な連携、国内の体制整備の実状・課題とは

食料生産のカギを握る遺伝資源の保存7

植木 正明
全国各地のブランドがひしめくイチゴ。中でも栃木県「とちおとめ」は、栽培面
積、産出額ともに全国一だ。トップブランドの新品種開発の戦略を探る

「とちおとめ」に見る品種開発の戦略11

＊本誌掲載文のうち、意見にわたる部分は、筆者個人の見解です。

撮影：鎌形 久
新潟県新潟市西蒲区夏井
２００５年６月撮影

夏井のはさ木

シリーズ・その他

■田んぼに沿って植えられているはさ木は、秋、刈り取った稲の天日干し
に利用される。木と木の間に竹を組みやすくするため下枝が伐られた独
特の樹形をしており、越後平野の田園風景のシンボルとなっている■
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観天望気
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ご案内

ＮＰＯ法人大山千枚田保存会

地域ぐるみで秋津野起こし
ソーシャル・ビジネスで活性化

渡辺尚志著『百姓の力 江戸時代から見える日本』

第8回アグリフードＥＸＰＯ東京2013

25
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青山 浩子

宇根 豊

農と食の邂逅
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34
「第8回アグリフードＥＸＰＯ東京2013」の出展者
を募集しています　総合支援部　

「農業経営アドバイザーミーティング」を開催　
総合支援部

交叉点 海外の農村でも女性が活躍しています
　　　情報戦略部

37みんなの広場・編集後記

36配合飼料価格高騰で影響を受けた畜産業の方へ

インフォメーション

15 農業景況ＤＩ 8年ぶりにプラス

経営紹介

農業法人深作農園有限会社
安全安心にこだわってＥＭ菌農法を導入、観光農園や菓子製造も手掛け
る。そこには、お客さま目線で付加価値を創り出す積極的な姿勢があった

顔の見える農園で事業拡大
安全安心への思いが出発点／茨城県

23

変革は人にあり

株式会社サラダボウル
「農業の新しいカタチを創りたい」という思いを抱き大手金融機関から転身し
起業。農業の常識を疑う田中社長が目指すのは、強い現場づくりだ

田中 進／山梨県27

浅田 大輔

玉井 常貴
―2012年農業景況調査―
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「
命
令
や
強
制
な
ど
し
な
い
こ
と
」。地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が

集
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、地
域
づ
く
り
の
成
功
の
秘
訣
は
、と
い
う
問
い

に
、全
て
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
異
口
同
音
に
こ
う
答
え
た
。こ
れ
は
地
域
を

元
気
に
す
る
た
め
の
本
質
を
突
い
た
実
践
知
だ
と
実
感
し
て
い
る
。

　

地
域
に
は
、農
林
水
産
物
、自
然
、歴
史
、文
化
な
ど
の
豊
潤
な
資
源
が
あ

る
。こ
れ
ら
を
地
域
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
に
は
、①
地
域
資
源
の
認
識
、

②
人
々
の
つ
な
が
り
形
成
・
意
味
づ
け
、③
資
源
の
戦
略
的
展
開
、と
い
う

「
資
源
化
プ
ロ
セ
ス
」を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
肝
要
だ
。つ
ま
り
、資
源
が
あ

る
と
か
な
い
と
か
に
拘
泥
す
る
の
で
は
な
く
、資
源
に
し
て
い
く
と
い
う

姿
勢
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
資
源
化
を
担
う
人
だ
。地
域
づ
く
り
は
成
果

が
見
え
に
く
く
、効
果
が
上
が
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
と
い
う
特
性
が
あ

る
。ま
た
、参
加
者
に
与
え
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
も
制
限
が
あ
り
、強
制
、

命
令
は
難
し
い
。そ
の
た
め
、地
域
づ
く
り
を
成
功
に
導
く
た
め
に
は
、地

域
の
よ
さ
、資
源
を
見
極
め
、課
題
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
た
上
で
、さ
ま

ざ
ま
な
関
係
者
の
主
体
性
を
引
き
出
し
て
、予
期
も
し
な
い
活
動
を
生
み

出
し
て
い
く
、高
度
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
が
要
求
さ
れ
る
。私
は
、こ
の

よ
う
な
人
材
を「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト（
創
発
を
も
た
ら

す
場
づ
く
り
の
で
き
る
人
）」と
呼
ん
で
い
る
。

　

で
は
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
を
育
成
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。求
め
ら
れ
る
資
質
は
、問
題
発
見
・
解
決
能
力
と
行

動
力
、そ
し
て
多
様
な
主
体
と
の
協
働
を
も
た
ら
す
力
だ
。こ
の
よ
う
な
力

を
育
む
た
め
に
、ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
は
有
効
な
手
立
て
の
一
つ
と
な
る
。ま

た
、地
域
を
題
材
と
し
た
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
元
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、何
ら
か
の
活
動
を
起
こ
す
人
も
た
く
さ
ん
い

る
。各
地
で
の
試
行
錯
誤
の
結
果
、レ
ク
チ
ャ
ー
、ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
融

合
し
、実
践
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
効
果
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

今
後
は
、よ
り
実
践
的
、か
つ
実
証
的
な
研
究
を
促
進
し
、真し

ん

摯し

に
課
題

に
立
ち
向
か
い
、さ
ら
に
解
決
に
つ
な
が
る
具
体
策
を
見
出
し
て
い
く
。そ

し
て
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
を
各
地
で
生
み
出
す
こ
と

で
、地
域
か
ら
日
本
を
元
気
に
す
る
流
れ
を
築
き
上
げ
た
い
。

慶應義塾大学総合政策学部 准教授

いさがい  よしのり
佐賀県生まれ。慶應義塾大学大学院経営管理研究科博
士課程修了、博士（経営学）。NPO法人鳳雛塾副理事長

（ファウンダー）。松下電器産業株式会社などを経て、
2008年から現職。専門は地域イノベーション。総務省・
過疎問題懇談会委員などを務める。主著に『﹁元気村﹂は
こう創る』（日本経済新聞出版社）など多数。

飯盛 義徳

地域をつくる人づくりのポイント

観
天

望
気
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成
長
市
場
化
す
る
種
子
市
場

　

世
界
の
種
子
市
場
規
模
に
関
し
て
は
公
式
な
統
計
が
な

い
た
め
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、い
く
つ
か

の
機
関
が
推
計
を
行
っ
て
い
る
。

　

国
際
的
な
種
苗
業
界
団
体
で
あ
るInternational 

Seed Federation （ISF

）の
調
べ
に
よ
る
と
、二
〇
一
二

年
現
在
で
約
四
二
六
億
ド
ル
規
模
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
身
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を
相
手
に
し
て
い
る
穀

物
種
子
、地
場
の
気
候
や
食
文
化
に
根
差
し
て
生
産
さ
れ

る
野
菜
・
果
実
、花
き
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
、各
々
三
六
五

億
ド
ル（
八
六
％
）、五
六
億
ド
ル（
一
三
％
）、五
億
ド
ル

（
一
％
）と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、こ
れ
ら
の
数
字
に
は
途
上
国
な
ど
に
お
け
る

自
家
採
種
や
公
的
機
関
か
ら
の
配
給
に
よ
る
も
の
が
含

ま
れ
ず
、そ
れ
ら
を
含
め
る
と
そ
の
市
場
規
模
は
お
よ
そ

五
〇
〇
億
ド
ル
程
度
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。国
別

で
は
、一
〇
億
ド
ル
を
上
回
る
上
位
七
カ
国
で
全
体
の
七

五
％
を
占
め
て
い
る
。特
に
、米
国
と
中
国
の
市
場
規
模

金
額
は
三
位
以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る（
表
１
）。

　

他
方
、農
業
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及
促
進
を
目

的
と
し
た
非
営
利
団
体
で
あ
るT

he International 
Service for the A

cquisition of A
gri-biotech 

A
pplications （ISA

A
A

）の
報
告
書
で
は
、ISF

の
も
の

よ
り
数
値
が
小
さ
く
、一
一
年
時
点
で
の
種
子
市
場
が
約

三
七
〇
億
ド
ル
と
さ
れ
て
い
る
。そ
の
三
六
％
に
当
た
る

一
三
二
億
ド
ル
は
遺
伝
子
組
み
換
え（
Ｇ
Ｍ
＝

genetically m
odified

）種
子
が
占
め
て
い
る
。

　

従
来
の
種
子
の
品
種
改
良
が
、異
な
る
優
良
な
形
質
を

持
っ
た
種
子
の
掛
け
合
わ
せ（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）に
よ
り

開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、Ｇ
Ｍ
種
子
は
、

遺
伝
子
を
直
接
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
形
質

を
生
み
出
す
よ
う
に
品
種
改
良
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。同

報
告
書
で
は
Ｇ
Ｍ
種
子
の
普
及
度
合
い
を
表
す
指
標
と

し
て
作
付
面
積
を
用
い
て
い
る
。Ｇ
Ｍ
種
子
の
作
付
面
積

は
約
一
億
七
〇
〇
〇
万
㌶
で
あ
り
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、ダ
イ

ズ
、ワ
タ
、ナ
タ
ネ
の
四
品
種
だ
け
で
九
九
％
以
上
を
占

め
て
い
る
。

　

ま
た
、Ｆ
Ａ
Ｏ
統
計
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（FA

O
ST

A
T

）か

ら
入
手
し
た
作
付
面
積
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
み
る
と
、

こ
の
四
品
種
の
世
界
の
作
付
面
積
が
約
三
億
二
八
〇
〇

万
㌶
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
半
分
が
Ｇ
Ｍ
種
子
に
置
き
換

わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
。Ｇ
Ｍ
作
付
面
積
を
国
別
に
見
る

と
、一
位
が
米
国
の
六
九
五
〇
万
㌶
と
な
り
、以
下
ブ
ラ

ジ
ル
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、カ
ナ
ダ
、イ
ン
ド
と
続
い
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｍ
作
物
に
関
し
て
は
、生
物
多
様
性
に
絡
む
環
境
へ

の
影
響
に
対
す
る
懸
念
や
、人
体
へ
の
安
全
性
に
対
す
る

疑
念
な
ど
か
ら
抵
抗
感
を
持
つ
人
々
も
多
く
、国
に
よ
っ

　

特
集　

農
の
品
種
改
良
で
進
化
す
る　

新
興
諸
国
の
食
料
需
要
急
増
を
背
景
に
、食
料
生
産
の
カ
ギ
を
握
る
種
子
を
め
ぐ
り

グ
ロ
ー
バ
ル
種
子
市
場
の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。種
子
企
業
に
農
薬
大
手
が
Ｍ
＆

Ａ（
企
業
合
併
や
買
収
）攻
勢
を
か
け
る
動
き
、ま
た
穀
物
種
子
以
外
に
、日
本
の
種
子

企
業
の
強
み
だ
っ
た
野
菜
・
果
実
、花
き
の
園
芸
種
子
も
競
争
が
強
ま
る
動
き
に
あ
る
。

株式会社三井物産戦略研究所 主任研究員

松浦 武蔵   Musashi Matsuura

まつうら　むさし
1970年東京都生まれ。93年早稲田大学商学部卒、同年三井
物産（株）に入社。2010年より（株）三井物産戦略研究所に出
向中。現在は産業情報部に所属し農業分野を担当。

構
造
が
激
変
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
種
子
市
場
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こ
う
し
た
背
景
に
は
、一
九
九
〇
年
代
の
農
薬
企
業
に

よ
る
種
子
産
業
へ
の
進
出
劇
が
あ
る
。当
時
、欧
州
に
お

い
て
は
Ｅ
Ｕ
共
通
農
業
政
策
の
変
更
に
よ
る
生
産
調
整
、

日
本
で
は
コ
メ
の
減
反
政
策
と
い
っ
た
農
業
政
策
の
変

化
や
、環
境
、人
体
へ
の
悪
影
響
な
ど
の
懸
念
か
ら
、農
薬

市
場
の
環
境
が
急
速
に
悪
化
し
た
。そ
の
結
果
、農
薬
業

界
内
で
は
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
業
界
再
編
や
大
手
化
学
企
業

の
農
薬
部
門
の
切
り
捨
て
が
進
み
、農
薬
企
業
は
農
薬
の

売
り
上
げ
の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
迫
ら
れ
た
。

て
そ
の
対
応
が
異
な
っ
て
い
る
が
、Ｇ
Ｍ
作
付
面
積
上
位

四
カ
国
で
は
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、ダ
イ
ズ
、ワ
タ
、ナ
タ
ネ
の

八
割
以
上
が
Ｇ
Ｍ
種
子
を
使
用
し
て
い
る
。

　
農
薬
大
手
企
業
の
寡
占
状
況

　

現
在
の
種
子
市
場
を
形
成
す
る
主
要
企
業
は
表
２（
右

側
）の
通
り
で
あ
る
。上
位
三
社（M

onsanto

／
米
、

D
uPont

／
米
、Syngenta

／
ス
イ
ス
）で
世
界
市
場
の

五
割
を
越
え
る
が
、こ
の
三
社
は
農
薬
を
製
造
す
る
大
手

化
学
企
業
で
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
生
ま
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
Ｇ
Ｍ
技
術
を

利
用
し
て
自
社
農
薬
に
耐
性
を
持
つ
種
子
を
開
発
し
、そ

の
種
子
と
農
薬
、さ
ら
に
は
肥
料
と
技
術
指
導
を
セ
ッ
ト

販
売
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

有
名
な
も
の
がM

onsanto

の
除
草
剤（
商
品
名：ラ
ウ

ン
ド
ア
ッ
プ
）と
そ
の
除
草
剤
に
耐
性
を
持
つ
種
子
の

セ
ッ
ト
販
売
で
あ
る
。一
般
に
販
売
さ
れ
て
い
る
除
草
剤

は
種
類
が
多
く
、枯
ら
す
作
物
の
選
択
性
に
も
違
い
が
あ

る
た
め
、適
切
に
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
は
作
物
自
体
も
枯
ら
せ
て
し
ま
う

非
選
択
性
の
除
草
剤
だ
。し
か
し
、こ
の
薬
を
使
用
し
て

も
枯
れ
な
い
耐
性
を
Ｇ
Ｍ
技
術
に
よ
っ
て
組
み
込
ん
だ

種
子
を
セ
ッ
ト
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、生
産
者
が
除
草

剤
を
使
い
分
け
る
手
間
が
大
幅
に
省
け
る
利
便
性
を
武

器
に
、自
社
農
薬
の
販
売
増
加
を
狙
っ
た
の
で
あ
る
。

　
淘
汰
さ
れ
る
種
子
企
業
の
現
実

　

農
業
生
産
に
お
い
て
は
、そ
の
地
域
の
特
性（
緯
度
の

違
い
に
よ
る
日
照
時
間
や
気
温
の
違
い
）に
よ
っ
て
、一
つ

の
品
種
が
ど
の
地
域
に
も
適
合
す
る
も
の
で
は
な
く
、地

域
ご
と
に
あ
っ
た
品
種
が
必
要
と
な
る
。Ｇ
Ｍ
品
種
も
同

様
で
、そ
の
地
域
の
特
性
に
あ
っ
た
品
種
を
製
造
す
る
に

は
、素
材
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
適
し
た
優
良
な

種
子
が
必
要
な
た
め
、農
薬
企
業
は
、そ
う
し
た
種
子
を

有
し
て
い
る
地
場
の
種
子
企
業
を
囲
い
込
む
必
要
が

あ
っ
た
。

　

M
onsanto

は
全
米
一
の
ダ
イ
ズ
種
子
企
業
で
あ
っ
た

A
sgrow

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
種
子
に
強
いH

olden's 
Foundation seeds

な
ど
の
大
手
種
子
企
業
を
買
収
し

た
。DuPont

が
買
収
し
たPioneer H

i-Bred

も
一
〇
〇

種
類
近
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
コ
ー
ン
の
種
子
を
保
有
し
て
い

表１　種子市場上位２０カ国の推定市場規模および総作付面積に対するＧＭ作付面積の割合

出典） ◦種子市場推定規模はISF（International Seed Federation）より引用。2012年3月時点での最新値。採用年は各国の判断に基づく。
 ◦作付面積、生産量はFAOSTAT（Production, 2011, Crops Primary）からダウンロード。
 ◦GM作付面積はISAAA（International Service for the Acquisition of Agri-biotech Applications）の2012年実績を引用。

表２　世界の主要種子企業の再編

注）実線は買収、点線はCargillの種子事業のみを買収。売上高は種子事業のみ。　　　は農薬企業。
出典）RAFI、ETCgroup資料をもとに三井物産戦略研究所作成。

順位

世界合計

(US$ millions)(US$ millions)

国名
種子市場
推定規模

（億ドル）
(a)

総作付面積
（万ha）

(b)

GM作付面積
（万ha）

(c) (c)/(b)
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

米国
中国
フランス
ブラジル
インド
日本
ドイツ
アルゼンチン
イタリア
オランダ
カナダ
ロシア
南アフリカ
スペイン
英国
オーストラリア
韓国
トルコ
メキシコ
チェコ

120.0 
90.3 
36.0 
26.3 
20.0 
15.5 
11.7 
7.5 
7.2 
5.9 
5.5 
5.0 
4.5 
4.5 
4.5 
4.0 
4.0 
4.0 
3.5 
3.1 

426.3 

13,065 
17,674 
1,905 
6,819 

20,566 
440 

2,160 
3,987 

943 
139 

3,321 
7,050 

687 
1,322 

586 
4,964 

164 
1,907 
1,544 

270 
146,530 

6,950 
400 

3,660 
1,080 

2,390 

1,160 

290 
10 

70 

20 
1 

17,030 

53.2%
2.3%

53.7%
5.3%

59.9%

34.9%

42.2%
0.7%

1.4%

1.3%
0.2%

11.6%

1,721
991
552
493
403
400
396
388
377
300

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

Pioneer Hi-Bred Intl. (USA) 
Novartis (Switzerland) 
Limagrain (France) 
Advanta (The Netherlands) 
サカタのタネ (日本)
Grupo Pulsar (Mexico)
タキイ種苗 (日本)
Dekalb Plant Genetics (USA) 
KWS (Germany) 
Cargill (USA) (非公開の為推定値)

Monsanto (USA)
DuPont (USA)
Syngenta (Switzerland)
Groupe Limagrain (France)
Land O’ Lakes (USA)
KWS AG (Germany)
Bayer CropScience (Germany)
Dow AgroSciences (USA)
サカタのタネ (日本)
DLF-Trifolium (Denmark)

7,297
4,641
2,564
1,252
1,100

997
700
635
491
385

売上高順位 社名 社名 売上高
1996年 2009年
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構造が激変したグローバル種子市場

る
。こ
れ
ら
の
農
薬
企
業
は
優
良
種
子
を
使
い
、Ｇ
Ｍ
技

術
で
特
定
の
除
草
剤
を
使
用
し
て
も
枯
れ
な
い
耐
性
を

組
み
込
ん
だ
種
子
を
開
発
し
、自
社
農
薬
と
と
も
に
販
売

し
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
背
景
に
、種
子
産
業
の
中
で
表
２
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
大
き
な
動
き
が
起
き
た
。

　
一
九
九
六
年
で
は
上
位
一
〇
社
中
、種
子
を
本
業
と
し

な
い
企
業
は
二
位
のN

ovartis

と
一
〇
位
のCargill

の

二
社
だ
け
で
あ
っ
た
が
、世
界
最
大
の
種
子
企
業
で
あ
る

Pioneer H
i-Bred

は
九
九
年
にD

uPont

の
一
〇
〇
％
子

会
社
と
な
り（
一
九
九
六
年
時
点
で
も
二
〇
％
の
出
資
は

受
け
て
い
た
）、四
位
のA

dvanta
、八
位
のD

ekalb

、一

〇
位
のCargill

の
種
子
部
門
はM

onsanto
に
取
り
込
ま

れ
た
。他
の
大
手
農
薬
企
業
も
同
様
の
買
収
を
行
い
、二

〇
〇
九
年
に
は
上
位
一
〇
社
の
う
ち
五
社
を
農
薬
企
業

が
占
め
、種
子
と
農
薬
の
双
方
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
市
場
の
カ
ギ
握
る
三
つ
の
潮
流

（
１
）遺
伝
子
技
術
利
用
の
進
展

　

Ｇ
Ｍ
種
子
に
つ
い
て
は
、導
入
す
る
国
や
地
域
が
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
、今
後
も
こ
の
ト
レ
ン
ド
は
継
続
す
る

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。ま
た
、新
品
種
の
開
発
も
進
ん
で

い
る
た
め
、需
要
拡
大
に
拍
車
を
掛
け
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、米
国
で
は
昨
夏
に
起
き
た
よ
う
な
深
刻
な
干

ば
つ
被
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、干
ば
つ
に
耐
性
を
持
つ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
Ｇ
Ｍ
種
子
の
開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
、

既
に
試
験
栽
培
は
終
え
、二
〇
一
三
年
中
に
は
商
業
栽
培

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、過
去
に
消
費
者
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
し
て

小
麦
生
産
者
の
反
発
に
遭
い
、研
究
が
中
断
さ
れ
て
い
た

Ｇ
Ｍ
小
麦
の
開
発
も
再
開
さ
れ
た
。さ
ら
に
は
、フ
ィ
リ

ピ
ン
の
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
研
究
所
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
イ
ス
の
開

発
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
イ
ス
と
は
、途
上

国
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
欠
乏
状
態
を
解
消
す
る
た
め
、ベ
ー

タ
カ
ロ
チ
ン
を
含
む
よ
う
に
Ｇ
Ｍ
技
術
に
よ
っ
て
品
種

改
良
さ
れ
た
コ
メ
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、Ｇ
Ｍ
種
子
以
外
に
も
、遺
伝
子
技
術
を
利

用
し
た
育
種
法
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
で
遺
伝
子
の
解
読
技
術
が
急
速
に
進
み
、植

物
は
も
と
よ
り
ヒ
ト
に
至
る
ま
で
多
様
な
種
の
ゲ
ノ
ム

情
報（
全
遺
伝
情
報
）が
解
読
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し
て
得

ら
れ
た
ゲ
ノ
ム
情
報
を
活
用
し
て
効
率
的
に
交
配
育
種

を
行
う
技
術
が「
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
育
種
」で
あ
る
。こ
れ

は
従
来
同
様
の
交
配
育
種
を
用
い
た
技
術
で
は
あ
る
が
、

そ
こ
に
ゲ
ノ
ム
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、新
品
種

の
開
発
期
間
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
育
種
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た

品
種
は
、い
わ
ゆ
る
Ｇ
Ｍ
作
物
で
は
な
い
た
め
、遺
伝
子

組
み
換
え
に
対
す
る
嫌
悪
感
を
持
つ
消
費
者
へ
も
受
け

入
れ
ら
れ
る
も
の
と
な
り
、研
究
機
関
や
民
間
企
業
で
も

積
極
的
な
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）中
国
市
場
の
成
長

　

中
国
の
種
子
市
場
は
、現
在
の
九
〇
億
ド
ル
が
一
五
年

ま
で
に
お
よ
そ
二
倍
の
一
六
〇
億
ド
ル
規
模
に
な
る
と
い

う
予
測
も
あ
る
。表
３
は
一
〇
年
の
農
業
生
産
額
に
対
す

る
種
子
市
場
規
模
の
比
較
で
あ
る
。米
国
の
七
・
六
％
に

対
し
て
中
国
は
一・六
％
と
、米
国
に
比
べ
て
五
分
の
一
程

度
と
低
い
。こ
れ
は
、中
国
で
は
自
家
採
種
や
固
定
種
を

使
用
し
た
農
法
が
ま
だ
多
く
残
っ
て
お
り
、中
国
の
種
子

市
場
が
未
成
熟
な
こ
と
が
一
つ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。今
後
、Ｆ
１
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
子
や
Ｇ
Ｍ
種
子
の

導
入
に
よ
り
転
換
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、市
場
が
拡
大

し
て
い
く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
種
子
市
場
の
拡
大
に
備
え
、中
国
政
府
は

一
一
年
四
月
に
種
子
産
業
の
急
速
な
発
展
を
目
指
す
方

針
を
打
ち
出
し
、同
九
月
に
は「
国
家
種
子
管
理
局
」を
新

設
し
た
り
、合
併
で
大
規
模
化
し
た
企
業
に
は
補
助
金
を

交
付
す
る
な
ど
、三
～
五
年
間
で
整
理
淘
汰
し
て
業
界
再

編
を
進
め
、世
界
の
大
手
に
伍
す
る
国
内
有
力
企
業
育
成

を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、中
国
は
食
料
安
全
保
障
の
基
本
と
し
て
コ
メ
・

小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
基
礎
穀
物
の
自
給
率
を
九
五
％

と
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
が
、政
府
は
こ
れ
ら
の
Ｇ
Ｍ

作
物
の
商
業
栽
培
と
生
産
加
工
を
許
可
し
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、一
〇
年
に
は
コ
メ
二
品
目
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
一

品
目
の
Ｇ
Ｍ
作
物
が
国
内
で
規
定
さ
れ
て
い
る
安
全
審

査
に
合
格
し
て
お
り
、今
後
の
審
査
を
経
て
、二
～
四
年

後
に
は
商
業
化
に
至
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
動

き
も
種
子
市
場
拡
大
へ
拍
車
を
掛
け
る
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）種
子
企
業
の
対
象
領
域
の
拡
大

　

世
界
の
大
手
種
子
企
業
は
、従
来
、狙
い
と
し
て
い
た
主

要
穀
物
以
外
、即
ち
、野
菜
・
果
実
、花
き
な
ど
の
園
芸
種

子
分
野
へ
も
進
出
し
始
め
て
い
る
。
〇
五
年
に
は

M
onsanto

が
野
菜
・
果
物
種
子
市
場
で
は
世
界
最
大
で
、

シ
ェ
ア
約
二
割
を
持
つSem

inis

／
米
を
買
収
、花
き
分
野

で
は
〇
八
年
にSyngenta

がGoldsm
ith Seeds

／
米

を
買
収
す
る
な
ど
、残
さ
れ
た
種
子
分
野
で
の
シ
ェ
ア
を

高
め
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、野
菜
な
ど
は
地
域
の
食
文
化
に
よ
っ
て
味
や

形
状
の
好
み
に
も
違
い
が
あ
り
、少
量
多
品
種
生
産
が
必

要
な
た
め
、多
額
の
研
究
開
発
費
を
必
要
と
す
る
現
在
の

Ｇ
Ｍ
技
術
に
は
向
い
て
い
な
い
。従
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
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特集　農の品種改良で進化する

の
地
場
の
有
力
種
子
企
業
を
買
収
、も
し
く
は
そ
れ
ら
と

提
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、地
場
の
固
定
種
を
使
っ
た
生

産
か
ら
Ｆ
１
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
子
を
使
う
農
法
へ
の
転

換
を
促
し
、市
場
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

　
日
本
は
野
菜
・
果
実
、花
き
種
子
が
強
み

　

日
本
の
種
子
市
場
の
規
模
は
約
一
五
・
五
億
ド
ル（
二

〇
一
二
年
）と
さ
れ
る
。ま
た
貿
易
額
は
、JET

RO

資
料

に
よ
る
と
、野
菜
種
子
の
輸
出
金
額
は
八
一
四
二
万
ド
ル

（
二
〇
〇
八
年
）、輸
入
金
額
は
八
六
三
六
万
ド
ル（
同
）と

さ
れ
て
い
る
。こ
の
輸
入
金
額
に
は
日
本
企
業
が
海
外
で

生
産
し
た
種
子
を
輸
入
し
た
数
字
が
相
当
な
割
合
を
占

め
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

市
場
は
、サ
カ
タ
の
タ
ネ
、タ
キ
イ
種
苗
の
二
大
企
業

を
筆
頭
に
、カ
ネ
コ
種
苗
、雪
印
種
苗
、ト
キ
タ
種
苗
、渡

辺
採
種
場
な
ど
の
中
堅
企
業
の
ほ
か
、対
象
作
物
を
限
定

し
た
育
種
や
卸
小
売
を
中
心
と
す
る
中
小
種
苗
会
社
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

品
種
に
よ
っ
て
は
大
手
企
業
と
対
等
に
競
争
で
き
る
、

卓
越
し
た
知
見
を
持
つ
中
小
業
者
も
存
在
す
る
。ま
た
、

前
述
の
大
手
二
社
は
既
に
海
外
へ
展
開
し
て
お
り
、サ
カ

タ
の
タ
ネ
は
種
子
売
り
上
げ
の
六
〇
％
を
海
外
一
三
〇

カ
国
で
販
売
し
、カ
ネ
コ
種
苗
や
ト
キ
タ
種
苗
な
ど
の
中

堅
企
業
も
、海
外
に
事
業
拠
点
を
設
立
し
て
い
る
。日
本

企
業
の
特
徴
は
、野
菜・果
実
、花
き
な
ど
を
中
心
に
取
り

扱
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
は
、食
糧
管
理
制
度
下

の
主
要
農
作
物
種
子
法
に
よ
っ
て
、稲
・
大
麦
・
は
だ
か

麦
・
小
麦
・
大
豆
の
種
子
が
公
的
機
関
に
管
理
さ
れ
て
お

り
、民
間
企
業
は
野
菜
や
花
き
の
種
子
し
か
扱
え
な
か
っ

た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、種
子
市
場
の
競
争
は
園
芸
作
物
種

子
に
広
が
る
動
き
が
あ
る
が
、こ
の
分
野
に
お
け
る
日
本

の
種
子
企
業
の
開
発
力
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に

あ
る
。た
と
え
ば
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
種
子
で
は
サ
カ
タ
の
タ

ネ
の
世
界
シ
ェ
ア
は
六
割
を
占
め
て
い
る
。日
本
の
種
子

企
業
も
国
内
で
培
っ
た
技
術
を
駆
使
し
、海
外
大
手
企
業

と
同
様
に
固
定
種
か
ら
Ｆ
１
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
子
へ
の

転
換
を
普
及
さ
せ
野
菜
・
果
実
、花
き
の
種
子
の
売
り
上

げ
拡
大
を
目
指
し
、世
界
と
互
角
に
競
っ
て
い
る
。

　

野
菜
分
野
で
秀
で
た
知
見
や
技
術
力
を
有
す
る
日
本

の
種
子
企
業
は
、海
外
大
手
企
業
に
と
っ
て
魅
力
的
で
あ

り
、資
金
力
を
生
か
し
て
買
収
す
る
動
き
が
生
じ
る
可
能

性
も
あ
る
。

　

ま
た
、日
本
の
種
子
企
業
が
直
面
し
て
い
る
課
題
の
一

つ
に
採
種
地
の
問
題
が
あ
る
。日
本
の
種
子
企
業
は
国
内

で
育
種
な
ど
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
が
、商
用
に
種

子
を
栽
培
す
る
の
は
海
外
の
採
種
会
社
や
採
種
農
家
に

頼
っ
て
お
り
、そ
の
比
率
は
九
五
％
と
極
め
て
高
い
。種

子
の
生
産
に
は
広
い
作
付
面
積
と
隔
離
さ
れ
た
場
所
の

確
保
が
必
要
で
あ
り
、国
内
に
は
適
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い

こ
と
や
、天
候
不
順
に
よ
る
不
作
の
リ
ス
ク
を
ヘ
ッ
ジ
す

る
た
め
、海
外
で
の
採
種
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

　
気
に
な
る
採
種
地
囲
い
込
み

　

と
こ
ろ
が
最
近
に
な
っ
て
、海
外
大
手
種
子
企
業
に
よ

る
採
種
地
の
囲
い
込
み
が
進
行
し
、国
内
種
子
企
業
が
委

託
で
き
る
先
が
減
少
し
て
い
る
。加
え
て
、委
託
先
と
の

契
約
が
難
航
し
、結
果
と
し
て
委
託
金
額
が
上
昇
、コ
ス

ト
ア
ッ
プ
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、近
年
の
国
内
農
業
生
産
に
お
い
て
は
園
芸
栽
培

の
割
合
が
高
く
な
り
、農
業
産
出
額
ベ
ー
ス
で
も
約
四
割

を
占
め
、農
業
全
体
へ
の
影
響
度
合
い
が
強
く
な
っ
て
い

る
。そ
う
し
た
中
、世
界
に
通
ず
る
技
術
力
を
持
つ
種
子

企
業
が
国
内
に
存
在
す
る
こ
と
は
、農
業
生
産
者
に
と
っ

て
も
非
常
に
心
強
い
こ
と
と
言
え
る
。

　

ま
た
、国
内
農
薬
企
業
最
大
手
で
あ
る
住
友
化
学
も
、

農
薬
、肥
料
、種
苗・資
材
に
加
え
農
業
経
営
支
援
シ
ス
テ

ム
を
セ
ッ
ト
販
売
す
る「
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
型
事
業
」やM

onsanto

と
の
提
携
な
ど
の

事
業
戦
略
を
打
ち
出
し
て
い
る
。先
に
述
べ
た
、種
子
と

農
薬
の
セ
ッ
ト
販
売
も
含
め
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
サ
ー

ビ
ス
が
日
本
に
お
い
て
一
段
の
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
て
い

る
企
業
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、今
後
、日
本

の
農
業
が
内
外
市
場
に
競
争
力
を
有
す
る
強
い
産
業
と

な
っ
て
い
く
こ
と
も
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
。　
　
　

表３　農業生産額に対する種子市場規模の比較

出典）世界銀行、ISF 資料をもとに三井物産戦略研究所作成

（単位：百万ドル）

国　名

農業生産額
（2010年）

種子市場規模
（2010年）

割　合

米　国

158,800

12,000

7.6%

中　国

598,706

9,500

1.6%
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名
作
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ル
ー
ツ

　
「
遺
伝
資
源
の
保
存
」と
い
っ
て
も
、ピ
ン
と
来
な
い
か

も
し
れ
な
い
。ま
ず
、遺
伝
資
源
と
は
何
か
に
つ
い
て
説

明
し
た
い
。日
本
人
の
多
く
が
毎
日
食
べ
て
い
る
コ
メ
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
が
あ
る
が
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」を
知
ら

な
い
と
い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

コ
シ
ヒ
カ
リ
は
水
稲
農
林
22
号
と
農
林
１
号
の
交
配

（
か
け
合
わ
せ
）か
ら
派
生
し
た
系
統
で
、一
九
五
六
年
に

種
苗
登
録
さ
れ
た
品
種
で
あ
る
。同
じ
交
配
組
み
合
わ
せ

か
ら
、ヤ
マ
セ
ニ
シ
キ
、ハ
ツ
ニ
シ
キ
、ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
、越

路
早
生
と
い
う
姉
妹
品
種
が
育
成
さ
れ
た
。一
つ
の
交
配

組
み
合
わ
せ
の
雑
種
の
後
代
に
さ
ま
ざ
ま
な
遺
伝
子
の

組
み
合
わ
せ
が
生
じ
、異
な
る
性
質
を
持
つ
も
の
が
得
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、交
配
育
種
の
優
れ
た
点
の
一
つ
で

あ
る
。

　

系
譜
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、明
治
以
前
か
ら
篤
農

家
に
よ
っ
て
、品
種
の
交
換
や
、新
規
か
つ
有
用
な
性
質

を
持
つ
個
体
を
ほ
場
か
ら
探
し
て
選
抜
育
種
が
行
わ
れ

て
い
た
。

　

人
工
交
配
に
よ
る
イ
ネ
の
育
種
が
わ
が
国
で
本
格
的

に
開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
四
年
頃
で
あ
る
。交
配
育
種

を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を

持
っ
た
交
配
母
本
が
必
要
と
な
る
。

　

農
商
務
省
農
事
試
験
場
は
一
九
〇
三
年
か
ら
一
九
〇

六
年
に
か
け
て
全
国
か
ら
イ
ネ
の
在
来
品
種
を
約
四
〇

〇
〇
点
収
集
し
、異
名
同
種
や
同
名
異
品
種
を
精
査
し
て

も
な
お
六
七
〇
品
種
に
上
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る（
盛
永

一
九
五
七
）。こ
れ
ら
が
わ
が
国
の
近
代
的
な
イ
ネ
の
品

種
育
成
の
基
盤
と
な
っ
た
。

　

現
在
で
は
、こ
の
よ
う
な
作
物
育
種
に
使
わ
れ
る
材
料

と
な
る
品
種
や
系
統
を「
遺
伝
資
源
」と
呼
ぶ
。

　

混
じ
り
種
、突
然
変
異
、自
然
交
雑
個
体
な
ど
を
元
品

種
か
ら
選
抜
す
る
選
抜
育
種
に
比
べ
、交
配
育
種
、す
な

わ
ち
人
工
交
配
に
よ
る
育
種
は
、積
極
的
に
変
異
を
拡
大

す
る
も
の
で
、メ
ン
デ
ル
の
法
則
の
再
発
見（
一
九
〇
〇

年
）な
ど
遺
伝
学
の
進
展
も
理
論
基
盤
と
な
り
積
極
的
に

進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

交
配
育
種
を
組
織
的
に
進
め
る
た
め
に
全
国
か
ら
多

様
な
在
来
品
種
を
集
め
た
こ
と
は
ま
さ
に
卓
見
で
あ
っ

た
。

　

コ
シ
ヒ
カ
リ
と
と
も
に
有
名
な
あ
き
た
こ
ま
ち
の
系

譜
を
み
る
と
、あ
き
た
こ
ま
ち
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
奥
羽
292

号
の
交
配
に
由
来
す
る
。コ
シ
ヒ
カ
リ
と
は
異
な
り
、奥

羽
292
号
の
系
譜
上
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

中
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
品
種
が
入
っ
て
い
る
。

　

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
窒
素
肥
料
が
多
量
に
施
用
さ
れ

る
の
に
伴
っ
て
、い
も
ち
病
が
頻
発
し
た
た
め
、海
外
原

　

特
集　

農
の
品
種
改
良
で
進
化
す
る　

食
料
生
産
の
み
な
ら
ず
、品
種
改
良
な
ど
の
面
で
大
き
な
カ
ギ
を
握
る
の
が
遺
伝
資

源
の
管
理
や
保
存
だ
。そ
の
研
究
機
関
と
し
て
ジ
ー
ン
バ
ン
ク（
遺
伝
子
銀
行
）が
世

界
的
に
広
が
り
を
見
せ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
で
き
つ
つ
あ
る
が
、日
本
は
こ
の
遺
伝
資

源
を
安
全
に
長
期
保
存
す
る
体
制
づ
く
り
を
も
っ
と
進
め
る
べ
き
だ
。

（独）農業生物資源研究所 遺伝資源センター
センター長

河瀨 眞琴   Makoto Kawase

かわせ　まこと
1953年長崎県生まれ。京都大学農学研究科博士後期課程
退学（農学博士）。アジア各地でイネなどの栽培植物や野生
近縁種の現地調査を行い、遺伝的多様性と作物進化を研究。

食
料
生
産
の
カ
ギ
を
握
る
遺
伝
資
源
の
保
存
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特集　農の品種改良で進化する

の
育
種
の
た
め
に
各
国
の
品
種
を
こ
の
目
録
に
登
録
し
、

責
任
を
持
っ
て
、そ
の
保
存
と
提
供
を
す
る
と
い
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
。

　

わ
が
国
も
、こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
五
三
年
か
ら
参
加

し
た
。そ
し
て
、イ
ネ
に
関
し
て
は
農
林
省
農
業
技
術
研

究
所
が
窓
口
と
な
っ
て
、主
要
な
在
来
品
種
お
よ
び
全
て

の
命
名
登
録
品
種
を
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
登
録
し
、要
請
に
応
じ
て

国
際
的
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、世
界
各
地
の
ジ
ャ
ポ
ニ

カ
品
種
を
導
入
し
て
、そ
の
保
存
・
配
布
の
役
割
を
担
っ

た
。

　

こ
の
目
録
は
六
五
年
ま
で
続
け
ら
れ
、遺
伝
資
源
の
共

有
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
は
、国
際
稲
研
究
所

（
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
）な
ど
国
際
機
関
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

育
種
を
進
め
る
た
め
、食
料
農
業
遺
伝
資
源
は
誰
で
も

入
手
で
き
、世
界
中
で
共
有
で
き
る
方
が
望
ま
し
い
と
い

う
こ
と
で
、Ｆ
Ａ
Ｏ
は「
遺
伝
資
源
は
人
類
共
通
の
財
産
」

と
い
う
考
え
方
か
ら
植
物
遺
伝
資
源
に
関
す
る
国
際
申

し
合
わ
せ（
Ｉ
Ｕ
Ｐ
Ｇ
Ｒ
）を
八
三
年
に
採
択
し
た
。

　
遺
伝
資
源
め
ぐ
り
世
界
で
論
争

　

し
か
し
、先
進
国
側
か
ら
は
育
種
家
の
権
利
は
守
ら
れ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
、ま
た
、発
展
途
上
国
側
か
ら
は
長

年
遺
伝
資
源
を
育
み
維
持
保
存
し
て
き
た
農
民
の
権
利

は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

さ
ら
に
、遺
伝
資
源
は
原
産
国
の
主
権
に
関
わ
る
も
の

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
っ
た
意
見
も
出
て
、こ

れ
ら
の
主
張
は
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
Ｕ
Ｐ
Ｇ
Ｒ
の
付
属
書
に
明

記
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
九
一
年
に
採
択
さ
れ
、一
九
九
三
年
に
発
効
し
た

生
物
多
様
性
条
約（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）に
は
各
国
が
自
国
の
生
物

産
の
品
種
の
持
つ
耐
病
性
が
育
種
利
用
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

集
め
て
み
る
ま
で
は
、ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
っ
て
い

る
か
分
か
ら
な
い
遺
伝
資
源
で
あ
る
が
、世
界
各
地
か
ら

収
集
し
、特
性
を
調
べ
る
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
利
用
価

値
が
出
て
く
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
作
物
の
多
様
性
を
集
め
て
保
存
し
、育
種

や
研
究
開
発
に
利
活
用
し
よ
う
」。そ
れ
が
、遺
伝
資
源
の

基
本
的
な
考
え
で
あ
る
。

　

日
本
が
全
国
か
ら
収
集
し
た
イ
ネ
品
種
を
研
究
し
て

い
た
こ
ろ
、旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦（
現
ロ
シ
ア
）の「
遺
伝
資
源

の
父
」と
呼
ば
れ
て
い
る
Ｎ
・
Ⅰ
・
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ロ
フ
は
世
界

各
地
で
組
織
的
な
植
物
探
索
を
行
い
、多
く
の
遺
伝
資
源

を
収
集
し
た
。

　
遺
伝
資
源
の
保
存
と
利
活
用

　

そ
し
て
、作
物
に
は
遺
伝
的
な
多
様
性
の
高
い
地
域
が

存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、そ
こ
が
そ

の
作
物
の
栽
培
化
の
中
心
地
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
提

唱
し
た
。彼
の
収
集
し
た
遺
伝
資
源
は
ロ
シ
ア
の
み
な
ら

ず
世
界
各
地
で
育
種
な
ど
の
研
究
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
遺
伝
資
源
の
保
存
や
利
活
用
は
各
国
で

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、遺
伝
資
源
を
保
存
す
る
研
究
機
関

を
ジ
ー
ン
バ
ン
ク（
直
訳
：
遺
伝
子
銀
行
）と
呼
ぶ
。

　

ま
ず
、こ
れ
ま
で
の
国
際
的
な
流
れ
を
み
て
み
よ
う
。

　
一
九
四
七
年
ご
ろ
に
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ

Ｏ
）の
植
物・動
物
育
種
材
料
小
委
員
会
に
お
い
て
、世
界

規
模
で
植
物
育
種
材
料
や
情
報
の
自
由
な
交
換
の
た
め

の
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
勧
告
さ
れ
た
。

　

五
〇
年
か
ら
コ
ム
ギ
と
イ
ネ
の
育
種
材
料
世
界
目
録

（
オ
オ
ム
ギ
は
一
九
五
九
年
）の
発
行
が
始
ま
り
、世
界
中

資
源
に
つ
い
て
主
権
的
権
利
を
有
す
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
た
。Ｃ
Ｂ
Ｄ
に
は
、わ
が
国
も
加
盟
し
て
お
り
、二
〇
一

〇
年
に
第
一
〇
回
締
約
国
会
議
が
名
古
屋
で
開
催
さ
れ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

｢

遺
伝
資
源
は
人
類
共
通
の
財
産｣

と
す
る
Ｉ
Ｕ
Ｐ
Ｇ

Ｒ
を
改
訂
し
て
、自
国
の
生
物
資
源
に
対
す
る
主
権
的
権

利
を
う
た
う
Ｃ
Ｂ
Ｄ
と
調
和
さ
せ
る
た
め
、Ｆ
Ａ
Ｏ
に
お

い
て
各
国
の
協
議
が
続
け
ら
れ
た
。こ
う
し
て
、食
料
農

業
植
物
遺
伝
資
源
に
関
す
る
国
際
条
約（
Ｉ
Ｔ
Ｐ
Ｇ
Ｒ
Ｆ

Ａ
）が
採
択
さ
れ
、〇
四
年
に
発
効
し
た
。

　
農
水
省
が
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業

　

次
に
、国
内
の
動
き
に
目
を
向
け
て
み
る
。

　
一
九
八
五
年
に
は
植
物
、動
物
、微
生
物
、水
産
生
物
、

林
木（
一
九
八
七
年
度
か
ら
）と
い
っ
た
幅
広
い
遺
伝
資

源
を
対
象
に「
農
林
水
産
省
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
」が
開

始
さ
れ
た
。そ
れ
ま
で
個
別
に
行
わ
れ
て
い
た
遺
伝
資
源

に
関
す
る
活
動
が
集
約
・
拡
充
さ
れ
た
。

　

こ
の
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
で
は
、農
業
生
物
資
源
研
究

所
を
セ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
、日
本
各
地
の
農
林
水
産
省
傘
下

の
試
験
研
究
機
関
な
ど
を
サ
ブ
バ
ン
ク
と
し
、植
物
、動

物
、微
生
物
の
遺
伝
資
源（
一
九
九
三
年
に
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
も

加
わ
る
）を
組
織
的
に
保
存
し
利
活
用
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　

二
〇
〇
一
年
に
研
究
機
関
が
再
編
さ
れ
、「
農
林
水
産

省
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
」で
の
植
物
、動
物
、微
生
物
、Ｄ

Ｎ
Ａ
の
各
部
門
の
活
動
は
、名
称
を「
農
業
生
物
資
源

ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
」と
改
め
て
受
け
継
が
れ
た
。

　

セ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
・
サ
ブ
バ
ン
ク
に
よ
る
事
業
の
推
進

体
制
は
基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
、（
独
）農
業
生
物
資
源
研
究

所
が
セ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
、（
独
）農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
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食料生産のカギを握る遺伝資源の保存

合
研
究
機
構
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
研
究
機
関
が
サ

ブ
バ
ン
ク
と
し
て
、連
携
し
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い

る
。

　

セ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
の
役
割
は
、遺
伝
資
源
分
野
の
専
門

家
に
よ
る
、植
物
、動
物
、微
生
物
の
遺
伝
資
源
お
よ
び
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
国
内
外
か
ら
の
収
集
、分
類
、同
定（
種
名
を
決
め

る
）、特
性
評
価
、増
殖
、保
存
、配
布
お
よ
び
情
報
の
管
理

提
供
で
あ
る
。

　

植
物
お
よ
び
動
物
遺
伝
資
源
分
野
の
サ
ブ
バ
ン
ク
は
、

多
く
が
特
定
の
作
物
や
家
畜
の
育
種
を
行
う
研
究
単
位

で
あ
る
。微
生
物
遺
伝
資
源
と
し
て
は
主
に
植
物
の
病
原

微
生
物
を
対
象
と
し
て
お
り
、サ
ブ
バ
ン
ク
は
多
く
が
植

物
病
理
の
研
究
単
位（
動
物
衛
生
の
研
究
単
位
も
あ
る
）

で
あ
る
。

　

サ
ブ
バ
ン
ク
は
セ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
か
ら
の
委
託
を
受

け
、た
と
え
ば
、イ
モ
類
や
果
樹
な
ど
の
栄
養
体（
植
物
体

そ
の
も
の
）保
存
、地
域
の
環
境
条
件
に
則
し
た
特
性
評

価
、種
子
の
増
殖
を
行
う
な
ど
、セ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
だ
け

で
は
十
分
に
実
施
で
き
な
い
分
野
を
分
担
・
補
完
す
る
。

　

わ
が
国
に
は
こ
の
他
、地
方
自
治
体
が
独
自
に
運
営
し

て
い
る
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
も
あ
り
、特
定
の
作
物
や
植
物
に

つ
い
て
は
大
学
や
民
間
企
業
な
ど
も
遺
伝
資
源
を
管
理

し
て
い
る
。

　
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
は
倉
庫
で
な
い

　

植
物
分
野
で
は
、イ
ネ
類
、ム
ギ
類
、豆
類
、イ
モ
類
、雑

穀・特
用
作
物
、牧
草・
飼
料
作
物
、果
樹
類
、野
菜
類
、花

き
・
緑
化
植
物
類
、茶
、ク
ワ
、熱
帯
・
亜
熱
帯
植
物
、お
よ

び
そ
の
他
の
植
物
を
対
象
に
、遺
伝
資
源
を
収
集
・
保
存

し
、特
性
評
価
の
デ
ー
タ
を
付
与
し
、必
要
に
応
じ
て
再

増
殖
を
行
っ
て
維
持
・
保
存
し
て
い
る
。

　

事
業
全
体
で
保
存
し
て
い
る
植
物
遺
伝
資
源
の
総
数

は
二
一
万
九
〇
八
一
点
あ
る（
表
１
）。そ
の
う
ち
一
二
万

点
強
は
、配
布
の
た
め
に
保
存
し
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ブ・コ

レ
ク
シ
ョ
ン（
特
定
の
配
布
制
限
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
）で
あ
る
。

　

配
布
制
限
の
な
い
植
物
遺
伝
資
源
は
ジ
ー
ン
バ
ン
ク

事
業
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.gene.affrc.
go.jp/

）で
公
開
し
、育
種
を
は
じ
め
各
種
研
究
に
供
さ

れ
る
よ
う
、請
求
に
応
じ
て
基
本
的
に
有
料
で
配
布
し
て

い
る
。

　

微
生
物
分
野
で
は
総
計
二
万
九
三
八
一
株
、動
物
分
野

で
は
総
計
一
八
六
三
点
、Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ン
ク
と
呼
ば
れ
る
Ｄ

Ｎ
Ａ
部
門
で
は
、家
畜
、昆
虫
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
ク
ロ
ー
ン
が
保

存
さ
れ
て
い
る
。

　

ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
は
単
な
る
遺
伝
資
源
の
倉
庫
で

は
な
い
。遺
伝
資
源
を
対
象
と
す
る
研
究
を
実
施
し
て
、

遺
伝
的
多
様
性
や
特
性
評
価
と
い
っ
た
情
報
が
付
与
さ

れ
て
、は
じ
め
て
遺
伝
資
源
利
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
。

逆
に
言
え
ば
、研
究
さ
れ
ず
情
報
の
乏
し
い
遺
伝
資
源
は

な
か
な
か
使
わ
れ
な
い
。ま
た
、非
常
に
似
通
っ
た
系
統

や
栽
培
増
殖
の
難
し
い
近
縁
野
生
種
な
ど
は
、そ
の
維
持

管
理
に
も
常
に
研
究
者
の
目
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　
海
外
遺
伝
資
源
が
育
種
に
必
要

　

セ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
で
あ
る（
独
）農
業
生
物
資
源
研
究

所
で
は
、中
期
計
画
に
掲
げ
た
中
課
題「
農
業
生
物
遺
伝

資
源
の
充
実
と
活
用
の
強
化
」の
下
に
、「
農
業
生
物
資
源

ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
の
推
進
」「
多
様
性
解
析
に
よ
る

ジ
ー
ン
バ
ン
ク
遺
伝
資
源
の
高
度
化
と
活
用
」「
微
生
物

の
分
類
同
定
と
諸
特
性
の
評
価
」「
遺
伝
資
源
の
保
存
法

と
情
報
管
理・提
供
の
高
度
化
」「
突
然
変
異
を
活
用
し
た

新
遺
伝
育
種
素
材
の
開
発
」と
い
っ
た
小
課
題
を
立
て
、

セ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
・
サ
ブ
バ
ン
ク
の
連
携
協
力
に
よ
り

ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
を
調
整
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
で
支
え
て
い
る
。

　

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
育
成
に
貢
献
し
た
遺
伝
資
源
が
わ
が

国
の
在
来
品
種
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、残
念

な
こ
と
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
い
も
ち
病
に
弱
い
。

　
一
方
、い
も
ち
病
菌
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ

り
、異
な
る
イ
ネ
品
種
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
に
強
い

（
抵
抗
性
と
い
う
）遺
伝
子
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。

　

新
潟
県
や
富
山
県
で
は
、抵
抗
性
遺
伝
子
を
持
つ
イ
ネ

遺
伝
資
源
を
利
用
し
て
い
も
ち
病
抵
抗
性
以
外
は
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
特
性
を
有
す
る「
コ
シ
ヒ
カ
リ
Ｂ
Ｌ
」と
呼
ば

表1　農業生物資源ジーンバンク事業の保存する植物遺伝資源
（2012年11月30日現在）

イネ類
ムギ類
豆 類
イモ類
雑穀・特用作物
牧草・飼料作物
果樹類
野菜類
花き・緑化植物類
茶
ク ワ
熱帯・亜熱帯作物
その他の植物
合 計

37,312
58,181
20,230
5,502

16,964
31,181
8,443

25,552
4,269
6,632
1,389

219
3,207

219,081

27,018
34,261
14,350
2,533
9,755

14,765
3,629

11,766
358

1,291
737
16

765
121,244

37,312
58,123
20,229

428
14,347
27,165

144
24,379

93
148

0
38

1,803
184,209

0
58
1

5,074
2,616
4,079
8,322
1,173
4,177
6,484

652
181

1,404
34,221

0
0
0
0

108
0

161
0
0
0

1,101
0

11
1,381

区 分 総保存点数
保存区分 保存形態

アクティブ 種 子 栄養体 培養系など※

※植物の組織を超低温の液体窒素タンク内などで保存
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特集　農の品種改良で進化する

れ
る
系
統
が
多
数
育
種
さ
れ
て
い
る（
表
２
）。

　
一
つ
の
抵
抗
性
遺
伝
子
だ
け
を
持
つ
イ
ネ
品
種
を
栽

培
し
て
い
る
と
、そ
の
品
種
を
侵
す
い
も
ち
病
菌
の
タ
イ

プ
が
ま
ん
延
し
や
す
い
が
、異
な
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
Ｂ
Ｌ
を

複
数
組
み
合
わ
せ
、比
率
を
栽
培
年
次
ご
と
に
変
更
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
ま
ん
延
を
防
ぎ
、農
薬
の
使
用
量
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
ジ
ア
な
ど
研
究
機
関
と
連
携
も

　

表
２
に
示
す
よ
う
に
、コ
シ
ヒ
カ
リ
Ｂ
Ｌ
の
い
も
ち
抵

抗
性
遺
伝
子
給
源
と
な
っ
た
遺
伝
資
源
の
多
く
が
海
外

原
産
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
イ
ネ
だ
け
で
は
な
く
、野
菜
類
な
ど
で
も
作
物

の
耐
病
性
育
種
で
は
海
外
か
ら
の
遺
伝
資
源
の
導
入
が

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、先
に
述
べ
た
よ
う
な
国
際
情
勢
も
あ
り
、海

外
に
お
け
る
遺
伝
資
源
探
索
を
実
施
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
に
各
国
の
中
核
的
農
業

研
究
機
関
と
研
究
協
定
を
結
び
、共
同
調
査
を
実
施
し
、

合
意
が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
遺
伝
資
源
の
日
本
へ
の
導

入
を
行
っ
て
い
る
。

　

先
に
紹
介
し
た
Ｉ
Ｔ
Ｐ
Ｇ
Ｒ
Ｆ
Ａ
で
は
、Ｃ
Ｂ
Ｄ
で
う

た
わ
れ
た
自
国
の
主
権
的
権
利
を
認
め
た
上
で
、遺
伝
資

源
取
得
の
促
進
、さ
ら
に
多
数
国
間
シ
ス
テ
ム（
Ｍ
Ｌ
Ｓ
）

に
よ
る
ア
ク
セ
ス
と
利
益
配
分
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
定
め

ら
れ
た
。

　

つ
ま
り
、Ｃ
Ｂ
Ｄ
と
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
、Ｆ
Ａ
Ｏ
が

設
立
以
来
、目
指
し
て
き
た
食
糧
安
全
保
障
の
た
め
の
作

物
や
牧
草
の
育
種
・
研
究
・
研
修
の
た
め
の
遺
伝
資
源
の

入
手
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
出
し
た
。

　

二
〇
〇
六
年
に
は
各
国
で
管
理
す
る
作
物
遺
伝
資
源

を
簡
便
に
や
り
と
り
す
る
た
め
の
定
型
の
素
材
移
転
契

約（
標
準
移
転
契
約
Ｓ
Ｍ
Ｔ
Ａ
）が
定
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、各
国
の
遺
伝
資
源
以
外
に
、Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の

国
際
農
業
研
究
機
関
に
集
め
ら
れ
た
遺
伝
資
源
も
Ｆ
Ａ

Ｏ
と
の
合
意
に
基
づ
い
て
Ｍ
Ｌ
Ｓ
に
登
録
さ
れ
、育
種
・

研
究
・
研
修
の
目
的
で
あ
れ
ば
Ｓ
Ｍ
Ｔ
Ａ
で
ほ
ぼ
自
由
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
時
点
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、日
本
、中
国
な
ど
は
加

盟
し
て
い
な
い
が
、一
二
七
以
上
の
国
と
地
域
が
条
約
に

加
盟
し
て
国
際
的
標
準
と
な
っ
て
お
り
、わ
が
国
で
は
加

盟
に
向
け
て
国
会
で
の
審
議
が
進
め
ら
れ
、す
で
に
加
盟

は
秒
読
み
状
態
と
い
え
る
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｐ
Ｇ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
加
盟
す
る
と
海
外
の
遺
伝
資
源

を
入
手
し
活
用
す
る
可
性
能
が
広
が
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、発
展
途
上
国
な
ど
に
は
Ｉ
Ｔ
Ｐ
Ｇ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
加
盟
し

て
い
て
も
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
な
ど
の
活
動
が
未
整
備
な

国
々
も
多
く
、わ
が
国
も
よ
り
一
層
国
際
的
な
役
割
を
求

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て
も
、諸
外
国
の
遺
伝
資

源
活
動
へ
の
協
力
や
共
同
研
究
を
通
じ
て
、遺
伝
資
源
の

利
活
用
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
遺
伝
資
源
の
長
期
保
存
が
重
要

　

遺
伝
資
源
の
管
理
で
重
要
な
こ
と
は
、施
設
整
備
を
含

め
た
安
全
な
長
期
保
存
と
利
活
用
の
促
進
で
あ
る
。

　

ゲ
ノ
ム
研
究
の
進
展
や
解
析
手
法
の
進
歩
に
伴
い
、分

子
レ
ベ
ル
の
よ
り
網
羅
的
な
解
析
、す
な
わ
ち
分
子
特
性

評
価
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
お
り
、解
析
結
果
に
基
づ
く

コ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
推
奨
菌
株
な
ど
と
付
加
情
報
の

拡
充
に
よ
っ
て
、よ
り
幅
広
い
遺
伝
資
源
の
活
用
が
促
進

さ
れ
、直
接
、間
接
に
作
物
改
良
に
活
用
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。

　

情
報
の
整
備
に
よ
り
、今
ま
で
は
特
性
評
価
、保
存
、そ

し
て
活
用
の
難
し
か
っ
た
作
物
の
野
生
近
縁
種
の
研
究
・

開
発
も
促
進
さ
れ
て
き
て
お
り
、今
後
さ
ら
に
活
発
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ジ
ー
ン
バ
ン
ク
に
も
国
際
的
な
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、情

報
に
裏
打
ち
さ
れ
た
遺
伝
資
源
を
利
用
者
に
提
供
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、保
存
さ
れ
て
い
る
遺
伝
資
源

を
用
い
た
研
究
開
発
が
進
み
、農
業
そ
し
て
食
料
問
題
に

新
た
な
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。　

表2　コシヒカリBL系統の例

コシヒカリBL系統名

コシヒカリ新潟BL1号

コシヒカリ新潟BL2号

コシヒカリ新潟BL3号

コシヒカリ新潟BL4号

コシヒカリ新潟BL5号

コシヒカリ新潟BL6号

コシヒカリ新潟BL7号

ササニシキ

トドロキワセ

Pi No.4

新潟早生

越みのり

ツユアケ

とりで1号

TADUKAN

ZENITH

茘支江

北支太米

TKM 1

日本

日本

フィリピン

アメリカ合衆国

中国

中国

インド

いもち抵抗性導入のた
めに用いられた交配親

いもち抵抗性遺伝子
の遺伝子給源となった
遺伝資源

もとの遺伝資源の原
産国
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イ
チ
ゴ
品
種
開
発
は
群
雄
割
拠

　

イ
チ
ゴ
は「
好
き
な
果
物
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
常
に
上
位

に
入
り
、万
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
食
べ
物
で
す
。イ
チ
ゴ

の
本
来
の
旬
は
、露
地
で
栽
培
・
収
穫
さ
れ
た
五
月
か
ら

六
月
頃（
初
夏
）で
し
た
が
、施
設
栽
培
に
よ
っ
て
早
期
に

出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め（
促
成
栽
培
）、冬
が
旬

だ
と
思
う
消
費
者
も
多
く
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

旬
の
意
味
と
し
て
使
わ
れ
る
収
穫
量
が
ピ
ー
ク
に
当

た
る
時
期
や
、素
材
が
最
も
お
い
し
い
時
期
な
ど
か
ら
す

る
と
、冬
の
イ
チ
ゴ
は
甘
味
が
強
く
て
誰
か
ら
も
好
ま
れ

て
い
る
の
で
消
費
者
側
か
ら
み
れ
ば
、ま
さ
し
く
旬
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
促
成
栽
培
で
栃
木
県
の
イ
チ
ゴ
生
産
は
栽
培
面

積
六
三
二
㌶
、収
穫
量
二
万
九
〇
〇
〇
㌧
、産
出
額
二
四

九
億
円（
平
成
二
三
年
産
農
林
統
計
）、い
ず
れ
も
全
国
一

で「
イ
チ
ゴ
王
国
と
ち
ぎ
」と
し
て
君
臨
し
て
い
ま
す
。

　

栃
木
県
で
は
、ク
リ
ス
マ
ス
需
要
期
に
高
品
質
な
果
実

を
出
荷
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
、最
初
の
本
県
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種「
女
峰
」を
育
成
し
、現
在
の
促
成
栽
培
体
系
を

構
築
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、良
食
味
、高
流
通
性
、多
収
性
を
兼
ね
備

え
た
実
用
品
種
の
開
発
に
一
貫
し
て
取
り
組
み
、現
在
の

主
要
品
種「
と
ち
お
と
め
」な
ど
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。「
と
ち
お
と
め
」は
食
味
な
ど
の
果
実
品
質
、早

生
性
や
収
量
性
が
優
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
広
く
栽
培
さ

れ
、ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
の
イ
チ
ゴ
栽
培
面
積

の
三
〇
％
強
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
促
成
栽
培
の
主
産
県
で
イ
チ
ゴ
の
育
種
が
盛

ん
に
な
り
、各
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
品
種
が
続
々
と
登
場
し

て
い
ま
す
。本
県
育
成
の「
女
峰
」と
国
育
成
の「
と
よ
の

か
」で
全
国
の
生
産
を
ほ
ぼ
二
分
し
た
時
代
と
は
打
っ
て

変
わ
り
、数
多
く
の
品
種
が
乱
立
す
る
時
代
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す（
図
１
）。

　

ま
た
、果
実
が
よ
り
大
き
く
な
る（
大
果
系
）な
ど
、「
と

ち
お
と
め
」に
な
い
特
徴
を
有
す
る
品
種
も
数
多
く
育

成
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。イ
チ
ゴ
王
国
と
ち
ぎ
を
さ
ら
に

躍
進
さ
せ
る
た
め「
と
ち
お
と
め
」ブ
ラ
ン
ド
を
引
き
継

ぐ
新
し
い
品
種
の
開
発
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、市
場
側
を
中
心
に
、栃
木
県
産
イ
チ
ゴ
を
周
年

で
供
給
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、一
〇
月
下
旬
頃
か
ら
翌
春
の
六
月
上
旬
頃
ま
で

を「
と
ち
お
と
め
」の
促
成
栽
培
で
、そ
の
端
境
期
で
あ
る

六
月
中
旬
頃
か
ら
一
一
月
中
旬
頃
ま
で
を「
な
つ
お
と

め
」の
夏
秋
ど
り
栽
培
で
、周
年
供
給
体
制
の
確
立
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、首
都
圏
に
近
い
立
地
を
生
か
し
た
観
光
資
源
と

し
て
、観
光
イ
チ
ゴ
園
専
用
品
種「
と
ち
ひ
め
」が
普
及
し

　

特
集　

農
の
品
種
改
良
で
進
化
す
る　

イ
チ
ゴ
の
ブ
ラ
ン
ド
品「
と
ち
お
と
め
」は
、食
味
な
ど
の
果
実
品
質
に
加
え
早
生
性

や
収
量
性
が
優
れ
、全
国
の
イ
チ
ゴ
栽
培
面
積
の
三
〇
％
強
を
占
め
る
人
気
品
種
だ
。

し
か
し
他
方
で
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
開
発
が
進
み
、群
雄
割
拠
の
様
相
と
な
っ
て
い

る
。そ
こ
で
、「
と
ち
お
と
め
」の
品
種
開
発
は
ど
う
だ
っ
た
か
、事
例
研
究
を
し
た
。

「
と
ち
お
と
め
」に
見
る
品
種
開
発
の
戦
略

栃木県農業試験場いちご研究所開発研究室
特別研究員（開発研究室長）

植木 正明   Masaaki Ueki

うえき　まさあき
1963年栃木県生まれ。促成用品種「とちおとめ」、観光用品
種「とちひめ」、夏秋どり用の四季成り性品種「なつおとめ」、
新品種「栃木ｉ27号」（スカイベリー）などの育成に携わる。
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特集　農の品種改良で進化する

す
る
方
向
へ
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
、「
女
峰
」の
弱
点
を
改
良
し
た

品
種
の
開
発
を
重
点
的
に
進
め
ま
し
た
。一
九
九
〇
年
に

交
配
し
た
中
か
ら
、よ
り
大
果
で
甘
み
が
強
く
食
味
の
よ

い
特
徴
を
持
つ「
と
ち
お
と
め
」を
育
成
し
ま
し
た
。栃
木

県
内
で
は
九
五
年
か
ら
現
地
で
試
作
が
始
ま
り
、九
八
年

に
作
付
け
シ
ェ
ア
は
五
〇
％
を
超
え
、二
〇
〇
一
年
に
は
、

ほ
ぼ
一
〇
〇
％
と
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。全
国
的
に
も

「
女
峰
」の
産
地
を
中
心
に
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
観
光
イ
チ
ゴ
園
が
重
要
な
役
割

　
「
と
ち
ひ
め
」（
二
〇
〇
一
年
登
録
）は
、「
と
ち
お
と
め
」

て
い
ま
す（
図
２
）。主
要
品
種「
と
ち
お
と
め
」「
と
ち
ひ

め
」「
な
つ
お
と
め
」の
開
発
経
緯
と
特
徴
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
「
女
峰
」後
継
種
が「
と
ち
お
と
め
」

　
「
と
ち
お
と
め
」（
一
九
九
六
年
登
録
）は
、全
国
で
五

〇
％
近
く
栽
培
さ
れ
た「
女
峰
」の
後
継
品
種
で
す
。「
女

峰
」は
果
実
品
質
、特
に
外
観
品
質
が
優
れ
、業
務
用
と

し
て
特
に
評
価
が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、同
時
期
に
育
成

さ
れ
た「
と
よ
の
か
」と
比
較
し
た
場
合
、果
実
は
や
や
小

さ
く
、酸
味
も
や
や
強
い
た
め
、生
食
用
と
し
て
は
評
価

が
劣
り
ま
し
た
。消
費
者
の
嗜し

好こ
う

も
、年
々
甘
み
を
重
視

と
同
時
期
に
交
配
し
た
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
品
種
で
、大

果
で
果
汁
が
多
く
食
味
が
よ
い
特
性
を
持
ち
ま
す
。「
と

ち
お
と
め
」に
比
べ
て
果
実
が
軟
ら
か
く
市
場
出
荷
に
適

し
ま
せ
ん
が
、こ
れ
を
逆
手
に
と
り
県
内
に
足
を
運
ば
な

い
と
食
べ
ら
れ
な
い
地
域
限
定
品
種
と
し
て
人
気
を
博

し
て
い
ま
す
。栃
木
県
に
お
け
る
観
光
イ
チ
ゴ
園
は
、イ

チ
ゴ
全
体
の
作
付
け
割
合
か
ら
す
る
と
わ
ず
か
な
面
積

で
す
が
、観
光
資
源
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
な
つ
お
と
め
」（
二
〇
一
一
年
登
録
）は
、最
初
の
夏
秋

ど
り
栽
培
用
品
種「
と
ち
ひ
と
み
」の
後
継
品
種
で
す
。

「
と
ち
ひ
と
み
」は
、当
時
の
夏
秋
ど
り
栽
培
用
の
四
季
成

り
性
品
種
の
中
で
は
食
味
と
輸
送
性
が
格
段
に
優
れ
ま

し
た
が
、盛
夏
期
に
業
務
用
需
要
で
求
め
ら
れ
る
、色
、形

な
ど
の
外
観
品
質
が
安
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
と
ち
ひ
と
み
」の
弱
点
を
改
良
し
、四
季
成

り
性
品
種「
な
つ
お
と
め
」を
育
成
し
ま
し
た
。

　

盛
夏
期
で
も
色
、形
、日
持
ち
な
ど
の
果
実
品
質
、収

量
性
が
安
定
し
、食
味
も「
と
ち
ひ
と
み
」と
同
程
度
に
優

れ
ま
す
。ま
た
、果
肉
が
赤
い
特
徴
も
業
務
用
対
応
に
適

し
て
い
ま
す
。

　

夏
秋
期
に
冷
涼
な
高
冷
地
で
の
栽
培
が
適
し
て
い
ま

す
が
、県
北
部
の
標
高
三
五
〇
㍍
付
近
の
水
田
地
帯
で
の

適
応
性
も
高
く
、産
地
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、さ
ら
に
平
坦
な
県
中
南
部
で
も
適
応
性
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
と
ち
お
と
め
」の
促
成
栽
培
で
は
、一
一
月
頃
か
ら
業

務
用
途
を
主
体
と
し
て
、一
二
月
下
旬
頃
か
ら
一
般
生
食

用
途
主
体
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。数
量
比
で
八

〇
％
程
度
が
生
食
で
、う
ち
高
級
生
食
用
途（
高
級
量
販

店
な
ど
）は
二
〇
％
程
度
と
推
定
さ
れ
ま
す
。栽
培
終
盤

図１　促成栽培における主産県のイチゴ品種作付割合の推移（全農調べ）

図２　栃木県におけるイチゴ品種の需要対応の現状
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「とちおとめ」に見る品種開発の戦略

で
は
加
工
用
途
に
も
向
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、一
品
種
で
促
成
イ
チ
ゴ
の
需
要
の
大
部

分
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、ギ
フ
ト
向
け
な
ど
の
高
級
生

食
用
途
に
お
い
て
は
、他
品
種
に
比
べ
て
取
り
組
み
が
遅

れ
た
こ
と
も
あ
り
、ブ
ラ
ン
ド
力
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
と
ち
お
と
め
」ブ
ラ
ン
ド
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、高
級

生
食
用
途
も
広
く
カ
バ
ー
す
る
品
種
戦
略
が
栃
木
県
で

は
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、近
年
の
経
済
不
況
な
ど
で
イ
チ
ゴ
の
単
価
は
下

落
傾
向
に
あ
り
、「
と
ち
お
と
め
」に
比
べ
て
食
味
な
ど
の

品
質
が
格
段
に
優
れ
た
新
品
種
が
開
発
さ
れ
た
と
し
て

も
、必
ず
し
も
高
単
価
が
期
待
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

少
数
精
鋭
的
な
栽
培
に
お
い
て
は
希
少
価
値
に
よ
る

高
単
価
が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、栃
木
県
の

よ
う
に
農
協
系
統
出
荷
率
が
高
く
、「
女
峰
」「
と
ち
お
と

め
」の
よ
う
に
栽
培
の
全
面
積
が
同
一
品
種
と
な
り
得
る

生
産
状
況
を
考
え
る
と
、収
益
性
の
向
上
に
は
多
収
性

が
極
め
て
重
要
な
育
種
目
標
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、促
成
栽
培
を
ベ
ー
ス
に
収
穫
期
間
を
よ
り
長

く
す
る
周
年
栽
培
用
の
品
種
開
発
な
ど
も
、現
在
の
栽

培
体
系
を
劇
的
に
変
え
得
る
次
世
代
型
品
種
と
し
て
位

置
づ
け
て
着
手
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
開
発
中
の
品
種
の

特
徴
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
具
体
的
な
育
種
目
標
が
カ
ギ

　

新
品
種
と
し
て
の
育
種
目
標
は
、「
と
ち
お
と
め
」で
評

価
の
高
い
食
味
の
よ
さ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、次
に
示
す
点

を
重
視
し
て
い
ま
す
。

○
促
成
栽
培
用
品
種

　

複
数
品
種
に
よ
る
販
売
戦
略
も
視
野
に
入
れ
て
、「
と

ち
お
と
め
」の
よ
う
な
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
型
の
品
種
や

高
級
生
食
用
途
に
適
し
た
極
大
果
系
品
種
な
ど
、特
徴

の
異
な
る
品
種
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、観
光
用
途
や
加
工
用
途（
半
促
成
や
露
地
も
含

む
）な
ど
の
需
要
に
対
応
す
る
品
種
に
つ
い
て
も
、通
常

の
選
抜
過
程
の
中
で
特
性
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

⃝

早
生
性
…
花
芽
分
化
促
進
技
術
を
用
い
な
く
て
も
、九

月
上
旬
に
安
定
し
て
花
芽
が
形
成
さ
れ
、一
一
月
中
旬

か
ら
収
穫
で
き
る
。

⃝

多
収
性
…
「
と
ち
お
と
め
」に
比
較
し
て
、収
穫
量
が

二
〇
％
程
度
多
い
。

⃝

省
力
性
…
果
数
が
少
な
め
の
大
果
系
品
種
で
、収
穫

労
力
が
軽
減
で
き
る
。

⃝

高
流
通
性
…
果
実（
果
皮
）が
硬
く
、傷
み
に
く
く
日
持

ち
が
よ
い
。輸
出
な
ど
の
長
距
離
輸
送
に
適
す
る
。

⃝

耐
病
性
…
炭
疽
病
、萎
黄
病
に
対
し
て
耐
病
性
が
あ

る
。将
来
的
に
は
、う
ど
ん
こ
病
、灰
色
か
び
病
な
ど
の

病
害
に
対
し
て
も
耐
病
性
を
有
す
る
。

⃝
低
温
伸
長
性
…
低
温
伸
長
性
に
優
れ
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー

栽
培
に
適
す
る
。

○
業
務
・
加
工
用
品
種

⃝

業
務
用
品
種
…
果
実
の
外
観
品
質
が
優
れ
食
味
が
よ

く
、果
皮
が
硬
く
収
穫
調
整
お
よ
び
流
通
の
段
階
で

傷
み
の
発
生
が
少
な
い
。正
形
果
で
業
務
用
に
向
く

等
級
の
発
生
割
合
が
高
く
多
収
で
あ
る
。

⃝

加
工
用
品
種
…
果
実
の
色
は
濃
い
赤
で
果
肉
が
硬
く
、

糖
度
、酸
度
と
も
高
い
。生
産
費
の
安
い
露
地
栽
培
や

半
促
成
栽
培
に
お
い
て
極
め
て
多
収
で
あ
る
。な
お
、

現
在
の
加
工
向
け
の
販
売
単
価
が
㌔
グ
ラ
ム
当
た
り

一
五
〇
円
程
度
と
低
く（
生
食
向
け
の
単
価
は
一
〇
〇

〇
円
程
度
）、極
め
て
多
収
な
品
種
で
な
い
と
収
益
の

確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、現
時
点
で
は
専
用
品
種
の

実
現
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
次
世
代
型
品
種

⃝

周
年
栽
培
用
品
種
…
四
季
成
り
性
で
食
味
が「
と
ち

お
と
め
」と
同
程
度
で
、促
成
栽
培
用
の
既
存
施
設
に

お
い
て
九
月
頃
か
ら
翌
年
の
七
月
頃
ま
で
の
長
期
に

わ
た
っ
て
、安
定
的
に
収
穫
が
で
き
る
も
の
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。業
務
用
に
向
く
正
形
果
や
等
級
の
発

生
割
合
が
高
く
多
収
で
、果
実（
果
皮
）が
よ
り
硬
く
、

暖
候
期
で
も
収
穫
調
整
お
よ
び
流
通
の
段
階
で
傷
み

の
発
生
が
少
な
い
こ
と
も
目
標
で
す
。現
在
の「
と
ち

お
と
め
」と「
な
つ
お
と
め
」の
組
み
合
わ
せ
の
よ
う
に
、

品
種
を
異
に
す
る
こ
と
な
く
周
年
供
給
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

⃝

種
子
繁
殖
性
品
種
…
イ
チ
ゴ
で
は
ラ
ン
ナ
ー
で
増
殖

を
行
う
品
種（
栄
養
繁
殖
性
品
種
）が
一
般
的
で
す
が
、

新
し
い
形
態
と
し
て
種
子
で
増
殖
を
行
う
品
種
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。種
子
は
ウ
イ
ル
ス
病
の
伝
染
が
回

避
で
き
る
こ
と
や
、増
殖
効
率
が
飛
躍
的
に
高
ま
る

こ
と
か
ら
苗
生
産
の
企
業
化
が
期
待
で
き
る
こ
と
な

ど
、こ
れ
ま
で
に
な
い
生
産
方
式
を
成
立
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、わ
れ
わ
れ

の
研
究
所
で
は
高
品
質
な
四
季
成
り
性
品
種
が
育
成

さ
れ
た
段
階
に
お
い
て
、省
力
化
の
一
手
段
に
な
り
得

る
種
子
繁
殖
性
の
品
種
開
発
を
行
う
予
定
で
す
。

⃝

機
能
性
…
葉
酸
、エ
ラ
グ
酸
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
、機
能

性
成
分
に
着
目
し
た
品
種
開
発
を
今
後
行
う
予
定
で
、

所
有
し
て
い
る
約
三
〇
〇
種
の
遺
伝
資
源
か
ら
素
材

の
検
索
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
品
種
改
良
の
効
率
化
を
図
る

　

イ
チ
ゴ
の
育
種
で
は
単
交
配
が
基
本
で
あ
る
こ
と
か
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特集　農の品種改良で進化する

ら
、優
良
品
種（
系
統
）の
出
現
は
交
配
親
の
組
み
合
わ
せ

能
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

組
み
合
わ
せ
数
と
実
生（
Ｆ
１
個
体
）数
の
規
模
を
多
く

し
て
期
待
値
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、幅
広
い
遺
伝
資
源
を
保
持
、利
用
す
る
こ
と
や

遺
伝
資
源
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で

す
。こ
れ
ま
で
に
育
成
し
て
き
た
実
用
品
種
で
は
、選
抜

し
た
実
生
数
が
一
品
種
に
対
し
て
数
万
～
十
万
株
に
上

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、栃
木
県
で
は
、有
用
な
素
材
を
用
い
て
毎

年
五
〇
組
み
合
わ
せ
以
上
、約
一
万
株
の
実
生
を
植
え
付

け
て
最
大
規
模
で
一
次
選
抜
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

耐
病
性
の
付
与
で
は
、早
い
段
階
で
選
抜
系
統
の
耐

病
性
を
評
価
し
、優
良
耐
病
性
母
本（
素
材
）を
選
抜
し

て
い
ま
す
。

　

複
合
耐
病
性
を
持
つ
実
用
品
種
の
開
発
が
容
易
で
な

い
こ
と
か
ら
、選
抜
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
わ
れ
わ
れ
の

試
験
場
の
生
物
工
学
研
究
室
と
共
同
で
耐
病
性
に
連
鎖

す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を
開
発
し
て
い
ま
す
。ま
た
、耐

病
性
の
遺
伝
力
を
高
め
る
た
め
に
、耐
病
性
を
持
つ
自
殖

系
統
の
作
出
も
始
め
て
い
ま
す
。

　

次
世
代
型
品
種
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
周
年
栽
培

用
の
四
季
成
り
性
品
種
の
開
発
に
お
い
て
は
、新
し
い
手

法
で
あ
る
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
法
の
開
発
に
着

手
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ノ
ム
全
体
に
設
定
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を
用

い
て
表
現
形
質
を
推
定
し
、実
際
の
調
査
を
行
わ
ず
に
目

的
個
体
の
選
抜
を
可
能
に
す
る
手
法
で
す
。促
成
栽
培

用
の
実
用
品
種
に
比
べ
て
食
味
な
ど
が
劣
っ
て
い
る
四

季
成
り
性
品
種
に
お
い
て
、果
実
の
高
品
質
化
を
飛
躍

的
に
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、イ
チ
ゴ
需
要
に
関
し
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ

サ
ー
チ
に
よ
る
新
た
な
販
売
戦
略
の
分
析
も
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

分
析
の
結
果
、業
務
加
工
用
途
な
ど
で
は
、果
色
が
濃

い
赤
で
果
肉
も
赤
く
、甘
み
だ
け
で
な
く
酸
味
も
強
い
こ

と
が
望
ま
れ
る
よ
う
で
す
。

　

現
在
の
主
要
品
種
が
生
食
用
途
向
け
の
食
味
重
視

（
甘
さ
重
視
）で
開
発
さ
れ
て
き
た
の
と
同
様
に
、果
色
や

食
味
の
点
で
改
良
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
品
種
像

が
異
な
る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
に
適
応
す
る
品
種
像
を
明
確

に
し
、育
種
目
標
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、生

産
者
、消
費
者
、実
需
者
に
好
ま
れ
る
革
新
的
な
品
種
を

今
後
も
開
発
し
て
い
き
ま
す
。

　
期
待
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
登
場

　

高
級
生
食
な
ど
の
用
途
も
カ
バ
ー
で
き
る
品
種
の
開

発
を
目
標
と
し
て
、二
〇
〇
五
年
に
交
配
し
た
中
か
ら
、

極
大
果
で
多
収
性
、良
食
味
、炭
疽
病
・
萎
黄
病
・
う
ど
ん

こ
病
に
耐
病
性
の
あ
る「
栃
木
ｉ
27
号
」を
育
成
し
、一
一

年
一
一
月
に
品
種
登
録
出
願
を
し
ま
し
た
。

　
「
と
ち
お
と
め
」の
誕
生
か
ら
一
七
年
、一
〇
万
株
以
上

の
実
生
か
ら
選
抜
し
て
新
た
に
生
ま
れ
ま
し
た
。一
二
年

八
月
に
、一
般
公
募
の
中
か
ら
選
定
し
た
名
称「
ス
カ
イ

ベ
リ
ー
」が
商
標
登
録
と
な
り
ま
し
た
。大
き
さ
、形
の
美

し
さ
、お
い
し
さ
の
全
て
が
、大
空
に
届
く
よ
う
な
イ
チ

ゴ
と
い
う
意
味
と
、栃
木
県
に
あ
る
百
名
山「
皇
海
山
」

（
す
か
い
さ
ん
）に
も
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

　

果
実
の
他
、加
工
果
実
や
菓
子
お
よ
び
パ
ン
、飲
料
、酒

類
な
ど
の
商
品
の
名
称
と
し
て
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

商
標
登
録
を
行
い
、栃
木
県
で
の
重
点
施
策
で
あ
る

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
ち
ぎ
」の
推
進
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」は
、消
費
者
の
観
点
か
ら
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
果
実
の
大
き
さ（
極
大
果
）と
、ま
ろ
や
か
で

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
食
味
、形
の
美
し
い
果
実（
写
真
）で
あ
る

こ
と
、ま
た
生
産
者
の
観
点
か
ら
は
複
合
耐
病
性
が
あ

り
、省
力
的
で
多
収
性
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」は
生
食
用
と
し
て
今
後
、高
級
デ

パ
ー
ト
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
へ
の
流
通
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。反
面
、「
と
ち
お
と
め
」の
強
み
で
あ
る
業
務
用

に
適
し
た
大
き
さ
の
果
実
が
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
こ

と
か
ら
、当
面
は
一
般
生
食
用
途
に
適
し
た「
と
ち
お
と

め
」と
の
組
み
合
わ
せ
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

写真　スカイベリーの果実
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一一
業
種
で
景
況
Ｄ
Ｉ
が
改
善

　

農
業
全
体
の
景
況
Ｄ
Ｉ（
動
向
指
数
）

は
、二
〇
一
〇
年
に
は
調
査
開
始
以
来

の
最
低
値
▲
二
五
・
二
と
な
り
ま
し
た

が
、そ
の
後
の
調
査
で
は
、徐
々
に
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
も
、農
業
経
営
の
業

況
が
、「
悪
く
な
っ
た
」と
答
え
た
人
が

減
少
し
、「
よ
く
な
っ
た
」と
答
え
た
人

が
増
加
し
た
結
果
、一
二
年
の
景
況
Ｄ

Ｉ
は
一
一
年
の
▲
七
・
九
か
ら
二
一
・
一

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、一
三
・
二
と
な
り
、

〇
四
年
調
査
以
来
、八
年
ぶ
り
に
プ
ラ

ス
に
転
じ
ま
し
た（
グ
ラ
フ
１
）。

　

こ
れ
は
、調
査
先
数
の
約
三
割
を
占

め
る
稲
作
の
景
況
Ｄ
Ｉ
が
一
一
年
に
続

き
プ
ラ
ス
だ
っ
た
こ
と
や
、震
災
な
ど

の
影
響
に
よ
り
一
一
年
の
景
況
Ｄ
Ｉ
が

低
下
し
た
多
く
の
業
種
に
お
い
て
、一

二
年
に
は
、景
況
Ｄ
Ｉ
が
改
善
し
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
部
門
別
に
一
一
年
か
ら
一
二
年

の
景
況
Ｄ
Ｉ
の
動
き
を
み
る
と
、一
三

業
種
の
う
ち
一
一
業
種
に
お
い
て
改
善

が
見
ら
れ
ま
し
た（
図
１
、グ
ラ
フ
１
～

14
）。

　

稲
作
に
つ
い
て
は
、北
海
道
が
四
三
・

五
か
ら
四
三
・
九
と
ほ
ぼ
横
ば
い
、都
府

県
は
一
三
・
一
か
ら
三
六
・
二
と
プ
ラ
ス

幅
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

一
二
年
産
の
コ
メ
の
一
等
米
比
率
は

平
年
並
み
で
、作
況
指
数
一
〇
二
と
、十

分
な
収
穫
量
と
品
質
が
確
保
さ
れ
た
上

に
、業
務
用
の
コ
メ
が
不
足
す
る
な
ど
、

産
地
で
の
集
荷
競
争
な
ど
に
よ
り
、米

価
が
高
値
で
推
移
し
た
た
め
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
養
豚
、採
卵
鶏
は
悪
化

　

ま
た
、肉
用
牛
、施
設
野
菜
、果
樹
、畑

作
、露
地
野
菜
の
五
業
種
で
は
、二
〇
一

図1　景況天気図

農業景況ＤＩ
8年ぶりにプラス

スーパーＬ資金などをご利用のお客さまを対
象に2013年1月に日本公庫農林水産事業が
行った12年の景況調査で、農業全体の景況
は、8年ぶりにプラスとなりました。
また、併せて実施した農業経営の後継者に関
する調査では、農業への意欲や経営管理能
力も重視していることが明らかとなりました。

日本政策金融公庫◦農林水産事業

Report on research

情報戦略レポート

-2012年農業景況調査-

●

景
況
Ｄ
Ｉ
の
調
査
結
果

農業全体

稲作
（北海道）
稲作

（都府県）

畑作

露地野菜

施設野菜

茶

果樹

施設花き

きのこ

酪農
（北海道）
酪農

（都府県）

肉用牛

養豚

採卵鶏

ブロイラー

経営部門
2011年
実績

▲7.9

43.5

13.1

▲19.1

▲14.0

▲15.7

▲47.3

▲11.7

▲38.8

▲47.1

▲26.9

▲24.2

▲47.4

▲6.2

8.4

▲6.3

13.2

43.9

36.2

1.6

6.7

19.9

▲12.8

16.0

▲8.0

▲19.6

▲2.2

0.0

8.3

▲38.1

▲40.6

▲1.3

9.2

▲0.4

15.5

▲5.2

17.0

24.1

▲3.7

17.6

9.7

5.0

1.7

7.3

7.7

▲11.6

15.7

▲9.3

12年実績 13年見通し
今回調査（2013年1月）

調査様式

2012年の経営を振り返って、11年の経営と比
べるといかがでしたか。年間を通した状況につ
いてご回答ください。

1：よくなった　2：変わらない　3：悪くなった

農業経営の業況は

1：よくなる　　2：変わらない　3：悪くなる

今年（2013年）の経営見通しは

　　　 ≦ −50 < 　 　≦ −20 <　　 　≦ −5 <  　 　< 5 ≦ 　 　　< 20 ≦

天気図の見方について
　天気図は、次のようにして算出したＤＩ（Diffusion Index）と呼ばれる指標によ
り作成しています。
　アンケートの各項目への回答は、「①よくなった ②変わらない ③悪くなった」か
ら一つ選んでいただく形式となっており、この３種類の回答数を集計し、その構成
比（％）を用いて次式によりＤＩを算出します。
　　　「①良くなった」（％） － 「③悪くなった」（％） ＝ ＤＩ

《ＤＩの値とお天気マークの関係》
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グラフ1　農業全体

グラフ2　稲作（北海道・都府県）

グラフ3　畑作

グラフ4　露地野菜

グラフ5　施設野菜

グラフ6　茶

グラフ7　果樹

グラフ8　施設花き
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2004年1.8

2010年▲25.2

▲7.9
▲15.7

▲47.3

▲11.7

▲38.8

▲8.0

9.7

16.0
17.6

▲12.8

▲3.7

19.9

24.1
13.2

43.5 43.9

▲0.4

▲19.1

▲14.0

6.7

17.0

▲5.2

1.6

13.1

9.2

都府県

北海道

36.2 15.5
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一
年
の
景
況
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た

も
の
の
、一
二
年
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
、景

況
Ｄ
Ｉ
が
改
善
し
ま
し
た
。

　

特
に
肉
用
牛
は
、一
一
年
は
震
災
後

の
消
費
者
の
節
約
傾
向
や
原
発
事
故
に

伴
う
風
評
被
害
に
よ
り
、牛
肉
価
格
が

下
落
し
た
た
め
、景
況
Ｄ
Ｉ
は
▲
四
七
・

四
で
し
た
が
、一
二
年
は
、価
格
も
回
復

傾
向
で
推
移
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、五

五
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
と
大
き
く
回
復

し
、八
・
三
で
プ
ラ
ス
に
転
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、依
然
マ
イ
ナ
ス
の
状
況

が
続
く
も
持
ち
直
す
傾
向
に
あ
る
の
が
、

茶
、施
設
花
き
、き
の
こ
、酪
農（
北
海

道
・
都
府
県
と
も
）、ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
五

業
種
で
す
。特
に
震
災
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、一
一
年
の
景
況
Ｄ
Ｉ
が
大
き
く

マ
イ
ナ
ス
値
と
な
っ
て
い
た
、茶
、施
設

花
き
、き
の
こ
は
、一
二
年
に
は
需
要
の

回
復
が
み
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、景

況
Ｄ
Ｉ
が
回
復
し
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

一
方
で
、一
一
年
に
比
べ
、一
二
年
の

卸
売
価
格
が
低
調
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

を
受
け
、養
豚
は
▲
六
・
二
が
▲
三
八
・

一
と
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
、採
卵
鶏

は
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
三
年
見
通
し
も
プ
ラ
ス

　

二
〇
一
三
年
一
年
間
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ

は
、農
業
全
体
で
は
、一
二
年
の
景
況
Ｄ

Ｉ
よ
り
、や
や
下
が
る
も
の
の
プ
ラ
ス

グラフ9　きのこ

グラフ10　酪農（北海道・都府県）

グラフ11　肉用牛

グラフ12　養豚

グラフ13　採卵鶏

グラフ14　ブロイラー
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0.0

0.0

0.0
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（注：ブロイラーは、2010年以降のデータより公表しています。）
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Report on research

で
九
・
二
と
な
っ
て
い
ま
す
。引
き
続

き
、一
三
年
の
生
産
量
や
価
格
へ
の
期

待
感
が
表
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。た
だ
し
、調
査
時
点（
二
〇
一
三
年

一
月
上
旬
）で
は
、為
替
市
況
が
急
激
な

円
安
と
な
る
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
に
留

意
が
必
要
で
す
。

　
親
族
か
ら
後
継
者
が
六
割

　

農
業
景
況
調
査
と
併
せ
て
実
施
し
た

農
業
経
営
の
後
継
者
に
関
す
る
調
査
で

は
、「
家
族
・
親
族
内
に
後
継
者
ま
た
は

候
補
者
が
い
る
」と
す
る
回
答
が
六
三
・

六
％
と
最
も
多
く
、「
家
族
・
親
族
以
外

の
人
で
後
継
者
ま
た
は
候
補
者
が
い

る
」の
四
・
三
％
と
あ
わ
せ
る
と
、現
時

点
で
後
継
者
ま
た
は
候
補
者
が
い
る
経

営
の
割
合
は
、六
七
・
九
％
と
な
り
ま
し

た（
図
２
）。

　

地
域
別
で
は
、後
継
者
ま
た
は
候
補

者
が
い
る
経
営
の
割
合
は
、東
北
が
七

四
・
三
％
と
最
も
高
く
、中
国
・
四
国
が

五
九
・
二
％
と
最
も
低
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
で
、後
継
者
や
候
補
者
が「
い
な

い
の
で
探
し
て
い
る
」と
い
う
回
答
は
、

全
体
で
は
七
・
五
％
で
し
た
が
、中
国
・

四
国
で
は
、一
〇
・
九
％
と
最
も
高
い
割

合
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
へ
の
熱
意
な
ど
重
視

　

後
継
者
・
候
補
者
が
い
る
、ま
た
は
探

し
て
い
る
と
回
答
し
た
人
に
、後
継
者

選
び
で
重
視
し
た（
す
る
）こ
と
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
家
族
・
親
族
か
ど
う
か
」が

五
九
・
四
％
、「
農
業
へ
の
熱
意
・
意
欲
」

が
五
七
・
一
％
と
な
り
、こ
の
二
つ
を
最

も
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た（
表
）。ま
た
、「
経
営
管
理
能
力
」と

す
る
回
答
も
三
四
・
五
％
あ
り
、「
農
業

技
術
力
」の
回
答
一
二
・
一
％
を
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
別
で
は
、「
家
族
・
親
族
か
ど
う

か
」の
回
答
は
関
東
で
六
六
・
二
％
と
最

も
高
く
、「
農
業
へ
の
熱
意
・
意
欲
」を
挙

げ
る
回
答
が
最
も
高
か
っ
た
の
が
近
畿

で
六
四
・
八
％
で
し
た
。

　

ま
た
、「
地
元
の
人
か
ど
う
か
」を
挙

げ
る
回
答
が
北
陸
で
一
〇
・
九
％
と
高

い
の
が
目
立
ち
ま
す
。こ
れ
は
、北
陸
で

は
、集
落
を
単
位
と
し
て
生
産
を
共
同

で
取
り
組
む
組
織
化（
集
落
営
農
）が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
、要
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
情
報
戦
略
部　

天
野 

絵
里
）

［
調
査
概
要
］

●
調
査
時
点

　

二
〇
一
三
年
一
月

●
調
査
方
法

　

往
復
は
が
き
に
よ
る
郵
送

●
調
査
対
象

　

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
／
農
業
改
良
資
金
融
資

先（
計
二
万
一
三
七
六
先
）

●
有
効
回
答
数

　

七
四
〇
八
先（
回
収
率
三
四
・
七
％
）

後
継
者
に
関
す
る
調
査
結
果

図２　後継者・候補者の有無について

表　後継者選びで特に重視した（する）こと（２つまで）
（注：後継者・候補者がいる、または探していると回答した人のみ）

家族・親族内に、後継者または候補者がいる
家族・親族以外の人で、後継者または候補者がいる
いないので、後継者を探している
現時点で必要ない
将来的に廃業予定のため必要ない

回答シェア 1位 2位 3位
（単位：％）

地域別

全　体
都府県
北海道
東　北
関　東
北　陸
東　海
近　畿

中国・四国
九　州

59.4 
60.0 
57.7 
63.3 
66.2 
51.9 
56.4 
53.3 
54.2 
57.7 

3.1 
3.7 
1.4 
4.2 
2.1 

10.9 
1.8 
5.7 
2.1 
2.3 

12.1 
11.7 
13.3 
11.8 
9.4 
9.9 

10.3 
16.8 
13.3 
13.1 

34.5 
33.8 
36.3 
31.6 
31.0 
34.3 
32.7 
27.9 
40.4 
39.1 

13.5 
14.1 
11.9 
13.5 
13.0 
19.6 
15.2 
13.9 
16.9 
12.0 

57.1 
55.8 
60.9 
54.2 
54.4 
59.9 
56.4 
64.8 
55.7 
54.9 

家族・親族
かどうか

地元の人
かどうか 農業技術力 経営管理

能力
人望などの

人柄
農業への
熱意・意欲

全 体

北海道

東 北

関 東

北 陸

東 海

近 畿

中国・四国

九 州

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

63.6

62.8

69.5

66.2

60.9

57.5

58.0

53.6

64.6 4.8 5.7

5.6 10.9

4.9 8.9

4.3 9.1

8.6 9.5

3.9 5.4

4.8 6.6

2.5 8.5

4.3 7.5 4.2

8.3

2.1

3.3

1.5

4.7

3.8

2.8

2.0

20.4

17.9

16.9

21.1

19.4

24.4

24.5

27.0

22.9
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興 

由
美
子

興 

恵
里
子

株
式
会
社
Ｏ
Ｋ
Ｉ
牧
場

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
中
種
子
町

父
親
の
酪
農
を
継
い
で
、

搾
乳
牛
は
一
三
〇
頭
。

牛
乳
は
人
の
口
に
入
る
飲
み
物

い
い
加
減
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

責
任
感
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ん

さ
ん

一
六
世
紀
、鉄
砲
と
と
も
に
乳
牛
も
伝
来
し
た
説
が
あ

る
。一
次
産
業
は
種
子
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
。母
親

の
看
病
に
故
郷
の
島
へ
戻
り
、そ
の
後
父
親
の
仕
事
を

継
い
で
酪
農
の
世
界
へ
。今
、父
親
に
代
わ
っ
て
、経
営

は
姉
妹
に
任
さ
れ
た
。
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父
を
支
え
る
た
め
姉
妹
で
就
農

　
「
は
ー
い
、は
い
は
い
」。寝
そ
べ
る
牛
の
背
中
を

押
し
な
が
ら
搾
乳
場
ま
で
移
動
さ
せ
る
の
は
姉
の

由
美
子
さ
ん（
四
五
）。妹
の
恵
里
子
さ
ん（
四
三
）は

搾
乳
の
準
備
を
進
め
る
。一
三
〇
頭
の
牛
は
そ
ぞ
ろ

に
搾
乳
機
の
近
く
に
集
ま
り
、牛
舎
が
一
瞬
空
に
な

る
。す
か
さ
ず
由
美
子
さ
ん
は
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
で

牛
舎
の
除
糞
を
す
る
。広
い
床
が
あ
っ
と
い
う
間
に

き
れ
い
に
。す
る
と
恵
里
子
さ
ん
は
も
う
搾
乳
を
し

て
い
た
。手
際
の
良
さ
に
こ
ち
ら
の
目
が
付
い
て
い

か
な
い
ほ
ど
。し
か
し
二
人
は
ほ
ん
の
一
〇
年
前
ま

で
牧
場
の
仕
事
を
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
一
六
世
紀
、ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
来
島
し
鉄
砲
を
伝

え
た
と
き
に
乳
牛
も
種
子
島
に
伝
来
し
た
と
い
う

説
も
あ
る
。鹿
児
島
県
の
大
規
模
酪
農
家
一
〇
戸
の

う
ち
半
分
が
種
子
島
に
あ
る
ほ
ど
今
も
酪
農
が
盛

ん
な
場
所
だ
。

　

酪
農
を
始
め
た
の
は
父
、勝
幸
さ
ん（
七
一
）。三

人
娘
の
だ
れ
か
に
継
い
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た

が
、母
の
八
重
子
さ
ん（
享
年
六
一
）は
同
じ
苦
労
を

さ
せ
た
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。母
の
願
い
が
か
な
い
、

由
美
子
さ
ん
は
大
阪
の
短
大
を
卒
業
後
、鹿
児
島
市

内
で
働
き
、恵
里
子
さ
ん
は
種
子
島
で
一
〇
年
働
い

た
後
、鹿
児
島
市
に
出
て
、子
ど
も
を
出
産
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
、二
人
に
思
わ
ぬ
悲
報
が
届
く
。台

風
の
さ
な
か
に
事
故
に
見
舞
わ
れ
八
重
子
さ
ん
が

意
識
不
明
の
重
体
に
な
っ
た
。取
る
も
の
も
取
ら
ず

二
人
は
島
に
帰
っ
た
。悲
し
み
に
暮
れ
な
が
ら
も
牛

た
ち
を
放
っ
て
お
く
こ
と
も
で
き
な
い
。落
ち
込
む

勝
幸
さ
ん
を
励
ま
し
な
が
ら
、交
替
で
牧
場
の
仕
事

と
看
病
を
続
け
た
。

　
「
牧
場
を
や
め
よ
う
か
と
も
話
し
ま
し
た
が
、

ち
ょ
う
ど
牛
舎
を
新
し
く
し
た
ば
か
り
。外
に
働
き

に
出
れ
ば
母
の
看
病
が
で
き
な
い
。母
の
入
院
費
を

捻
出
す
る
た
め
に
も
牧
場
を
続
け
る
し
か
な
か
っ

た
ん
で
す
」と
由
美
子
さ
ん
。「
父
か
ら
も
一
年
間
だ

け
手
伝
っ
て
と
言
わ
れ
て
。で
も
一
度
始
め
れ
ば
途

中
で
抜
け
ら
れ
な
い
。父
の
策
略
だ
っ
た
と
後
で
わ

か
り
ま
し
た（
笑
）」。

　

八
重
子
さ
ん
は
事
故
か
ら
一
年
後
、亡
く
な
っ
た
。

「
母
か
ら
多
く
を
教
わ
り
ま
し
た
。ず
っ
と
忙
し
く

働
い
て
き
ま
し
た
が
、人
の
た
め
に
尽
く
し
、私
た

ち
の
面
倒
も
よ
く
見
て
く
れ
た
。事
故
に
遭
っ
た
母

を
と
て
も
多
く
の
人
が
心
配
し
て
く
れ
、母
が
慕
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」（
由
美
子
さ
ん
）。

　
周
り
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ

　

勝
幸
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
牧
場
の

仕
事
に
精
を
出
し
た
。「
子
ど
も
の
頃
は
ほ
ん
の
手

伝
い
だ
っ
た
の
で
、本
格
的
に
始
め
た
の
は
こ
の
時

か
ら
。私
は
早
起
き
が
苦
手
で
相
当
き
つ
か
っ
た
」

と
恵
里
子
さ
ん
。

　

二
人
が
加
わ
り
労
力
に
余
裕
が
で
き
た
こ
と
も

あ
り
、四
〇
頭
か
ら
徐
々
に
頭
数
を
増
や
し
た
。一

日
に
二
回
の
搾
乳
、牛
舎
の
掃
除
、子
牛
の
管
理
の

ほ
か
飼
料
用
の
牧
草
、デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
作
業
も
あ

る
。朝
四
時
か
ら
夜
一
一
時
ま
で
仕
事
す
る
日
も

あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
諦
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。周

り
の
視
線
が
バ
ネ
に
な
っ
た
の
だ
。畜
産
の
後
継
者

は
た
い
て
い
畜
産
専
門
の
学
校
を
卒
業
し
た
り
、海

P19：「性格は正反対」と口をそろえるが、
共に助け合い牧場を経営する妹の恵里子
さん（右）と姉の由美子さん（左）
P20右：育成牛を含め230頭余りの牛と5
人のスタッフを率いる恵里子さん
P20左上：心の中で二人を頼もしく思う父、
勝幸さん（左）。由美子さんは「計画頭数ま
で牛を増やしたら、いずれカフェを開いて
お客さんを招きたい」と話す
P20左下：恵里子さんの娘さん（右から2
人目）も動物好き



2013・5 AFCフォーラム　21

外
に
短
期
留
学
し
て
か
ら
就
農
す
る
。二
人
は
そ
う

い
う
道
を
た
ど
っ
て
い
な
い
。「
本
当
に
や
る
の
？

と
い
う
目
で
見
ら
れ
た
し
、会
議
に
出
て
も
相
手
に

さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
こ
と
も
。悔
し
い
思
い
は
仕

事
で
挽
回
す
る
し
か
な
い
、実
績
を
積
み
上
げ
る
し

か
な
い
と
思
い
ま
し
た
」（
由
美
子
さ
ん
）。

　

幸
い
、家
畜
人
工
授
精
師
の
方
な
ど
、親
身
に

な
っ
て
助
言
し
て
く
れ
る
人
も
い
た
。知
識
や
経
験

が
な
い
だ
け
に
先
輩
た
ち
の
助
言
を
素
直
に
受
け

入
れ
、す
ぐ
に
実
践
に
移
せ
る
。こ
れ
が
幸
い
し
た
。

乳
量
、乳
質
、個
体
管
理
な
ど
の
デ
ー
タ
は
着
実
に

改
善
し
て
い
っ
た
。夏
場
に
減
少
し
や
す
い
乳
量
も

年
間
通
じ
て
キ
ー
プ
す
る
な
ど
技
術
も
向
上
し
た
。

　

す
る
と
周
囲
の
見
方
が
変
わ
っ
た
。定
期
的
な
削

蹄
は
専
門
家
に
頼
む
が
、イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
時
は
酪

農
仲
間
が「
や
る
よ
」と
声
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。牛
が
病
気
に
な
る
と「
こ
の
薬
が
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
」と
の
助
言
も
。二
人
の
ど
ち
ら
か
が

元
気
が
な
い
と
の
情
報
が
広
ま
る
と「
大
丈
夫
か
」

と
の
電
話
が
方
々
か
ら
来
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

　

結
果
を
出
せ
た
こ
と
、周
囲
の
応
援
に
よ
っ
て
二

人
に
経
営
者
と
し
て
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
。い
つ

し
か
搾
乳
牛
だ
け
で
一
三
〇
頭
以
上
ま
で
増
え
た
。

「
周
り
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
、こ
こ
ま
で
こ
ら
れ

ま
し
た
」（
恵
里
子
さ
ん
）。

　
経
営
者
と
し
て
の
階
段
を
上
り
始
め
る

　

ス
イ
ッ
チ
が
入
る
ま
で
、姉
は
い
ず
れ
鹿
児
島
市

に
戻
る
つ
も
り
だ
っ
た
。一
方「
都
会
は
肌
に
合
わ

な
い
」と
島
で
の
生
活
を
選
ん
だ
妹
。農
業
者
年
金

を
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
勝
幸
さ
ん
に
代
わ
り
、恵

里
子
さ
ん
が
事
業
主
に
な
っ
た
。だ
が
実
質
は
二
人

で
経
営
に
あ
た
る
。そ
し
て
今
、常
時
一
五
〇
頭
搾

乳
で
き
る
規
模
ま
で
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

規
模
拡
大
自
体
が
目
的
で
は
な
い
。島
内
の
先
輩

酪
農
家
か
ら
紹
介
さ
れ
た
畜
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
一
言
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。「
一
〇
年
後
に
余
裕
を

持
て
る
経
営
を
今
か
ら
目
指
し
ま
せ
ん
か
」。

　

搾
乳
牛
を
常
時
一
五
〇
頭
ま
で
増
や
し
、今
よ
り

売
り
上
げ
を
伸
ば
し
、新
た
な
従
業
員
を
入
れ
る
。

そ
う
す
れ
ば
姉
妹
に
は
少
し
余
裕
が
生
ま
れ
る
。一

〇
年
後
を
視
野
に
入
れ
、二
〇
一
二
年
二
月
に
は
法

人
化
も
果
た
し
た
。「
こ
の
ま
ま
突
っ
走
る
と
ど
こ

か
で
壁
に
ぶ
つ
か
る
の
で
は
、と
そ
の
先
輩
は
見
て

い
た
よ
う
で
す
。こ
れ
ま
で
は
数
字
や
作
業
性
だ
け

を
重
視
し
て
き
ま
し
た
が
、目
指
す
べ
き
次
の
ス

テ
ッ
プ
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
」（
恵
里
子
さ
ん
）。

　

す
っ
か
り
元
気
を
取
り
戻
し
た
勝
幸
さ
ん
は
牧

場
の
仕
事
を
す
る
か
た
わ
ら
、老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員

も
積
極
的
に
引
き
受
け
て
い
る
。由
美
子
さ
ん
は

「
う
ま
く
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
て
る
ん
で
す
よ
。こ
の

前
な
ん
か
、『
仕
事
す
る
な
ら
も
っ
と
集
中
し
て

ち
ょ
う
だ
い
』と
言
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
」と
笑
う
。

　

勝
幸
さ
ん
の
時
代
は
、勘
と
経
験
が
何
よ
り
も
重

視
さ
れ
た
。「
今
は
こ
れ
に
加
え
て
数
字
だ
と
思
う

ん
で
す
。勘
や
経
験
と
か
み
合
わ
さ
っ
た
と
き
、経

営
と
し
て
安
定
す
る
」（
由
美
子
さ
ん
）。

　

父
の
手
伝
い
の
頃
は
月
一
度
休
み
を
取
っ
て
い

た
が
、本
腰
を
入
れ
て
か
ら
む
し
ろ
休
ま
な
く
な
っ

た
。「
牛
の
状
態
を
少
し
で
も
見
逃
す
と
大
き
な
影

響
が
出
ま
す
。牛
乳
は
消
費
者
の
口
に
入
る
飲
み

物
。い
い
加
減
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
責
任
感

も
強
く
な
り
ま
し
た
」と
由
美
子
さ
ん
。

　

大
変
じ
ゃ
な
い
か
と
聞
く
と「
や
っ
て
き
た
こ
と

が
結
果
と
し
て
返
っ
て
き
ま
す
か
ら
」と
二
人
。牛

た
ち
は
手
を
か
け
れ
ば
か
け
る
だ
け
、結
果
と
し
て

跳
ね
返
っ
て
く
る
。そ
の
手
応
え
が
あ
る
か
ら
、次

の
大
き
な
階
段
を
上
れ
る
。て
き
ぱ
き
と
仕
事
を
進

め
る
姿
に
迷
い
は
消
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

勝
幸
さ
ん
、そ
し
て
天
国
の
八
重
子
さ
ん
が
、ど

ん
な
に
二
人
を
心
強
く
思
っ
て
い
る
こ
と
か
。「
九

州
男
児
の
父
は
絶
対
あ
り
が
と
う
な
ん
て
言
い
ま

せ
ん
。母
は
ど
う
か
な
。あ
の
世
に
行
っ
た
ら
ま
ず

私
た
ち
か
ら
こ
う
言
い
ま
す
。『
私
た
ち
が
ん
ば
っ

た
よ
』
っ
て
」（
由
美
子
さ
ん
）。　
　
　
　
　
　

（
青
山 

浩
子
／
文　

河
野 

千
年
／
撮
影
）

種子島で搾られた生乳はいったん宮崎県都城市にある乳業会社に集
められ、「種子島3.6牛乳」となって島を含む南九州で販売される
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高
品
質
の
ブ
ド
ウ
を
つ
く
る
と
き
に
省
力
か
つ

軽
労
化
で
き
る
ち
ょ
っ
と
便
利
な
道
具
が
あ

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

ブ
ド
ウ
の
花
は
数
㍉
と
小
さ
く
、多
数
の
花
が
密

生
し
た
花
房
を
形
成
し
て
い
ま
す
が
、商
品
に
利
用

さ
れ
る
の
は
、こ
の
う
ち
の
三
〇
～
四
〇
花
ほ
ど
で

す
。開
花
前
か
ら
花
の
整
理
が
始
ま
り
、幼
果
時
に
一

房
当
た
り
三
〇
～
四
〇
粒
に
摘
粒
さ
れ
ま
す
。さ
ら

に
出
荷
前
に
最
終
的
な
調
整
を
受
け
て
、よ
う
や
く

商
品
と
し
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
種
な
し
ブ
ド
ウ
を
つ
く

る
た
め
、満
開
時
に
花
穂
を
ジ

ベ
レ
リ
ン（
Ｇ
Ａ
）液
に
浸
漬
し

て
い
ま
す
。こ
の
Ｇ
Ａ
浸
漬
前

に「
花
穂
整
形
」と
い
う
摘
花
が

必
須
作
業
と
な
り
ま
す
。

　
「
花
穂
整
形
」と
は
、開
花
期

に
花
穂
先
端
の
約
三
～
四
㌢

メ
ー
ト
ル
の
花
の
み
を
残
し
、

他
の
花
を
ハ
サ
ミ
や
指
で
全
て

取
り
除
く
作
業
で
す
。適
期
は
開
花
初
期
の
極
短
期

間
に
限
ら
れ
る
上
に
一
〇
㌃
当
た
り
三
〇
〇
〇
～
四

〇
〇
〇
房
に
こ
の
作
業
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ブ
ド
ウ
の
開
花
期
は
、果
樹
栽
培
の
現
場
で
花
穂

整
形
、Ｇ
Ａ
処
理
、新
梢
誘
引
な
ど
の
作
業
が
重
な
る

農
繁
期
の
一
つ
で
す
。

　

そ
こ
で
、私
が
か
か
わ
る
果
樹
研
究
所
で
は
、開
花

期
の
省
力
・
軽
労
化
技
術
と
し
て「
花
穂
整
形
器
」を

考
案
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、一
対
の
半
円
形
の
切
り
刃

で
穂
軸
を
挟
み
込
ん
で
不
要
な
花
を
簡
便
に
切
り
落

と
せ
る
道
具
で
す
。こ
の
道
具
は
評
価
を
得
て
、市
販

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
種
な
し
栽
培
の
Ｇ
Ａ
処
理
に
つ
い
て
述
べ

ま
し
た
が
、ブ
ド
ウ
の
花
弁
は
四
つ
の
花
び
ら
が

く
っ
つ
い
た
帽
子
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、花
冠

ま
た
は
キ
ャ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

開
花
後
も
花
冠
が
子
房
に
残
る
と
灰
色
か
び
病
の

二
次
感
染
源
と
な
り
、傷
果
、裂
果
、貯
蔵
中
の
腐
敗

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

灰
色
か
び
病
の
耕
種
的
防
除
法

と
し
て
、花
冠
を
落
と
す「
花
か
す

落
と
し
」が
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、開
花
期
は
農
繁
期
の
た

め
、対
応
が
遅
く
な
り
が
ち
で
す
。

　

そ
こ
で
、研
究
所
で
は
、さ
ら
に

Ｇ
Ａ
処
理
と
花
か
す
落
と
し
が
一

度
に
で
き
る
道
具「
花
冠
取
り
器
」

を
考
案
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、Ｇ
Ａ

浸
漬
用
の
カ
ッ
プ
上
部
に
ブ
ラ
シ

を
装
着
し
た
簡
単
な
道
具
で
す
が
、

花
冠
を
効
果
的
に
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。実

際
、花
冠
が
子
房
か
ら
早
く
取
れ
る
た
め
、傷
果
の
発

生
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

消
費
者
が
何
気
な
し
に
食
べ
ら
れ
る
日
本
の
ブ
ド

ウ
は
、一
房
ご
と
に
生
産
者
の
実
に
細
や
か
な
手
作

業
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。今
後
と
も
私
た
ち
研
究

現
場
で
は
、ブ
ド
ウ
に
限
ら
ず
果
樹
分
野
で
少
し
で

も
手
作
業
の
省
力
・
軽
労
化
が
図
れ
る
小
道
具
の
発

案
や
栽
培
技
術
の
開
発
・
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブドウ栽培に便利な小道具
（独）農業・食品産業技術総合研究機構

果樹研究所ブドウ・カキ研究領域  上席研究員

薬師寺 博

花穂整形器（左）と花冠取り器（右）

Profile

やくしじ  ひろし
1962年大分県生まれ。農学博士。九州大学農学部農
学科卒業後、農林水産省果樹試験場入省。（独）農研
機構果樹研究所ブドウ・カキ研究領域に勤務。専門
は果樹の栽培生理。
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顧
客
ニ
ー
ズ
に
は
積
極
対
応

　
「
顧
客
の
求
め
る
モ
ノ
は
、時
間
の
流

れ
と
と
も
に
変
化
す
る
。農
業
も
顧
客

ニ
ー
ズ
の
変
化
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、安
全
安
心
な
農
作
物
の
生
産
や
直

接
販
売
、加
工
品
の
製
造
へ
の
取
り
組
み

な
ど
、経
営
の
あ
り
方
を
柔
軟
に
、そ
し

て
顧
客
対
応
は
積
極
的
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　

こ
う
語
る
の
は
、ま
だ
三
一
歳
の
若
さ

な
が
ら
農
業
法
人
深
作
農
園
代
表
の
深

作
勝
己
さ
ん
だ
。地
元
で
代
々
続
く
農
家

の
後
継
ぎ
で
、勝
己
さ
ん
で
六
代
目
と
な

る
。

　

深
作
農
園
の
あ
る
茨
城
県
鉾
田
市
は

太
平
洋
に
面
し
、平
坦
な
地
形
と
温
暖

な
気
候
を
生
か
し
た
野
菜
生
産
が
盛
ん

だ
。特
に
メ
ロ
ン
は
収
穫
量
が
全
国
一
の

産
地
で
あ
る
。

　

祖
父
の
代
か
ら
開
始
し
た
メ
ロ
ン
栽

培
は
、後
を
継
い
だ
父
親
の
秀
喜
さ
ん

（
五
三
才
）が
五・五
㌶
に
ま
で
拡
大
し
た
。

一
九
八
五
年
に
は
イ
チ
ゴ
栽
培
も
始
め
、

地
域
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
規
模
と

な
っ
た
。

　

し
か
し
、一
方
で
、連
作
障
害
に
悩
み

始
め
る
の
も
、こ
の
頃
だ
。さ
ら
に
、農
薬

散
布
の
頻
度
が
多
く
、そ
の
影
響
か
ら

か
秀
喜
さ
ん
は
体
調
不
良
で
一
時
は
入

院
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、農
薬
や
化
学
肥
料
を

使
わ
な
い
果
物
の
生
産
に
取
り
組
み
始

め
た
が
、そ
の
栽
培
は
難
し
く
、と
き
に

は
メ
ロ
ン
が
全
く
収
穫
で
き
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
。

　
Ｅ
Ｍ
菌
農
法
で
安
全
重
視

　

そ
ん
な
試
行
錯
誤
の
中
、秀
喜
さ
ん

が
一
九
九
○
年
に
取
り
入
れ
た
手
法
が

Ｅ
Ｍ
菌
農
法
だ
。

　

土
壌
に
存
在
す
る
善
玉
の
微
生
物
を

活
用
し
、作
物
に
適
し
た
土
壌
に
改
良

す
る
も
の
で
、農
薬
を
使
わ
ず
に
安
全
な

果
物
が
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ

れ
ば
か
り
で
な
い
。以
前
と
比
べ
て
糖
度

が
高
く
美
味
し
い
果
物
が
つ
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

秀
喜
さ
ん
は
ま
す
ま
す
土
づ
く
り
に
こ

だ
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

Ｅ
Ｍ
菌
農
法
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た

頃
、秀
喜
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
市
場
に
出
荷
す
る
や
り
方
に
次
第
に

疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

自
分
が
生
産
し
た
安
全
で
美
味
し
い

果
物
を
農
協
経
由
で
市
場
に
出
し
て
も
、

他
の
生
産
者
の
も
の
と
一
緒
に『
茨
城
県

産
』と
一
括
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
。差
別

化
さ
れ
ず
に
市
場
に
出
回
る
こ
と
に
、違

和
感
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

秀
喜
さ
ん
は
、丹
精
込
め
て
つ
く
っ
た

果
物
を
直
接
消
費
者
に
届
け
た
い
と
考

EM菌農法でつくったメロンを収穫する勝己さん

経営紹介

茨城県鉾田市

　　　設立●2005年6月
　　資本金●300万円
代表取締役●深作 勝己
　事業内容●メロン・イチゴ・野菜の生産および直接販売、
　　　　　　観光農園、焼き菓子製造販売

農業法人深作農園有限会社

顔の見える農園で事業拡大
安全安心への思いが出発点
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経営紹介

え
、九
一
年
に
直
接
販
売
に
踏
み
切
っ
た
。

当
初
は
庭
先
に
小
さ
な
直
売
所
を
構
え
、

家
の
前
に
看
板
を
掲
げ
た
程
度
だ
っ
た
。

　
直
接
販
売
が
見
事
に
成
功

　

そ
の
頃
、地
元
で
直
接
販
売
を
手
が

け
る
生
産
者
は
皆
無
だ
っ
た
。顧
客
が
買

い
に
来
て
く
れ
る
か
も
分
か
ら
ず
、将
来

成
功
す
る
か
、見
通
し
も
立
て
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

し
か
し
、覚
悟
を
決
め
て
、多
く
の
障

害
を
乗
り
こ
え
、直
接
販
売
に
取
り
組

ん
だ
。そ
の
後
、徐
々
に
口
コ
ミ
で「
お
い

し
い
」と
い
う
評
判
が
伝
わ
り
、直
売
所

に
来
て
く
れ
る
顧
客
が
増
加
し
た
。

　

そ
の
後
、一
九
九
九
年
に
は
現
在
の
農

園
の
中
に
本
格
的
な
直
売
所
を
建
設
し

た
。そ
の
効
果
は
着
実
に
表
わ
れ
、売
り

上
げ
に
占
め
る
直
接
販
売
の
割
合
は
約

八
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

顧
客
が
増
え
る
に
つ
れ
、「
イ
チ
ゴ
狩

り
が
で
き
な
い
か
」と
い
っ
た
問
い
合
わ

せ
や
要
望
も
増
え
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、二
〇
〇
〇
年
に
イ
チ
ゴ
狩
り

を
、「
予
約
不
要・時
間
無
制
限
の
食
べ
放

題
」と
い
う
、当
時
他
で
は
考
え
ら
れ
な

い
採
算
度
外
視
の
サ
ー
ビ
ス
で
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。こ
れ
が
人
気
を
得
て
、さ
ら

に
多
く
の
顧
客
が
農
園
を
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
観
光
農
園
の
活
動
が
人

を
惹
き
付
け
、直
接
販
売
の
売
り
上
げ

を
伸
ば
す
好
循
環
を
つ
く
り
だ
す
こ
と

に
成
功
し
た
。

　

次
に
、秀
喜
さ
ん
は
果
物
な
ど
農
産

物
の
生
産
か
ら
、直
売
所
や
観
光
農
園

の
運
営
な
ど
多
角
化
の
進
展
に
よ
る
事

業
規
模
の
拡
大
に
伴
い
、法
人
の
設
立
を

決
意
し
た
。〇
五
年
に
農
業
法
人
深
作

農
園
有
限
会
社
を
設
立
し
、長
男
の
勝

己
さ
ん
を
社
長
に
し
た
。

　

勝
己
さ
ん
は
、土
づ
く
り
を
基
本
と

す
る
父
親
の
考
え
方
を
受
け
継
ぎ
、明

治
大
学
農
学
部
在
学
中
に
得
た
科
学
的

知
見
も
加
え
て
、無
農
薬
・
減
農
薬
栽
培

に
力
を
注
い
だ
。

　

ま
た
、安
全
安
心
な
農
産
物
を
多
く

の
消
費
者
に
提
供
し
よ
う
と
、直
売
事

業
の
拡
大
を
目
指
し
た
。

　

同
時
に
、一
層
の
集
客
や
果
物
・
野
菜

の
端
境
期
に
お
け
る
売
り
上
げ
の
確
保

に
は
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と
感
じ
て

い
た
。

　
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
に
も
挑
戦

　

そ
こ
で
、勝
己
さ
ん
は
、焼
き
菓
子
製

造
に
取
り
組
む
。一
年
を
通
じ
て
販
売
が

で
き
る
か
ら
だ
が
、い
ず
れ
は
自
社
の
果

物
を
利
用
し
て
付
加
価
値
を
高
め
よ
う

と
模
索
し
始
め
た
。家
族
会
議
の
末
、年

齢
を
問
わ
ず
人
気
が
あ
る
バ
ウ
ム
ク
ー

ヘ
ン
の
製
造
を
決
断
し
た
。

　

当
初
か
ら
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
味
に

こ
だ
わ
り
、ブ
ラ
ン
ド
化
も
視
野
に
入
れ

て
い
た
勝
己
さ
ん
は
、ま
ず
基
礎
と
な
る

製
造
技
術
を
徹
底
し
て
身
に
つ
け
よ
う

と
、夫
婦
そ
ろ
っ
て
神
戸
の
有
名
な
菓
子

店
で
一
年
間
懸
命
に
修
業
を
し
た
。

　

ま
た
、自
分
が
理
想
と
す
る
味
を
見

出
そ
う
と
、全
国
か
ら
八
〇
以
上
の
バ
ウ

ム
ク
ー
ヘ
ン
を
取
り
寄
せ
て
研
究
し
た
。

そ
の
結
果
、優
れ
た
味
を
出
す
に
は
、こ

だ
わ
り
の
素
材
、特
に
卵
が
重
要
な
こ
と

に
た
ど
り
つ
い
た
。

　

勝
己
さ
ん
は
、茨
城
県
内
で
平
飼
い
の

養
鶏
場
を
営
む
業
者
の
協
力
を
得
て
、

パ
プ
リ
カ
な
ど
を
配
合
し
た
独
自
の
飼

料
を
鶏
に
与
え
た
。新
鮮
な
卵
を
使
う

こ
と
で
、し
っ
と
り
や
わ
ら
か
で
風
味
豊

か
な
味
わ
い
と
な
っ
た
。

　

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
製
造
販
売
す
る

店
舗
づ
く
り
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。二
〇
一

〇
年
二
月
、直
売
所
の
隣
に
オ
ー
プ
ン
し

た
店
舗
は
、ガ
ラ
ス
張
り
で
高
級
感
が
あ

ふ
れ
、外
側
か
ら
製
造
の
様
子
が
見
え
る

よ
う
設
計
さ
れ
、来
店
者
に
安
心
し
て

商
品
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。製
品
化
さ
れ
た
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
は
、そ
の
味
が
評
判
と
な
っ

て
、連
日
完
売
と
な
る
人
気
商
品
と
な
っ

た
。

　

そ
の
後
、一
一
年
に
国
際
的
な
品
評
会

で
あ
る
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
出
品

し
、金
賞
を
受
賞
。一
二
年
に
は
二
年
連

続
で
金
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、Ｄ
Ｌ
Ｇ（
ド
イ
ツ
農
業
協

会
国
際
食
品
品
質
品
評
会
）で
金
賞
を

受
賞
、Ｉ
Ｔ
Ｑ
Ｉ（
国
際
味
覚
審
査
機
構
）

で
は
二
つ
星
を
獲
得
。手
が
け
て
か
ら
わ

ず
か
二
年
で
、海
外
で
も
高
い
評
価
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
三
年
に
は
自
社
の
イ
チ
ゴ
を
生
地

に
た
っ
ぷ
り
加
え
た
タ
イ
プ
も
販
売
開

始
。こ
ち
ら
も
完
売
が
続
く
盛
況
ぶ
り

だ
。今
で
は
焼
菓
子
製
造
が
直
売
、観
光

農
園
と
並
ぶ
経
営
の
柱
と
な
っ
た
。

　
農
を
伝
え
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク

　

農
園
の
場
所
は
交
通
の
便
が
よ
い
と

は
言
え
な
い
が
、安
全
安
心
な
農
産
物

や
、評
判
の
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
な
ど
を
目

当
て
に
、週
末
に
は
日
に
千
人
を
超
え
る

客
が
訪
れ
、家
族
連
れ
で
賑
う
。園
内
の

様
子
は
、ま
る
で
農
業
の
楽
し
さ
を
伝
え

る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
だ
。

　
「
お
客
さ
ま
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
く
て

手
が
け
て
き
た
こ
と
が
、農
園
の
成
長
に

繋
が
っ
て
き
た
。こ
れ
か
ら
も
顧
客
の
声

に
耳
を
傾
け
、安
全
安
心
な
農
産
物
を

直
接
提
供
し
、農
業
の
楽
し
さ
、す
ば
ら

し
さ
も
伝
え
た
い
」

　

ど
ん
な
こ
と
に
も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
勝
己
さ
ん
の
夢
は
膨
ら
む
。 

（
情
報
戦
略
部　

田
口 

靖
之
）
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と
い
っ
た
田
ん
ぼ
作
業
を
行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
、今

現
在
、鴨
川
市
で
は
七
つ
の
集
落
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。面

積
の
小
さ
い
田
ん
ぼ
は
農
業
体
験
の
場
と
し
て
活
用
す
る
に

は
う
っ
て
つ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、中
山
間
地
域
の
大
山
地
区
で
は
、棚
田
の
荒
廃
の
背

景
に
あ
る
過
疎
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
多
く
の
課
題
が
深
刻

化
し
て
お
り
、棚
田
の
保
全
だ
け
で
は
な
く
、こ
れ
ら
の
課
題

へ
の
根
本
的
な
打
開
策
も
必
要
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、中
山
間
地
域
の
人
々
だ
け
で
は
気
付
く
こ
と
の
難

し
い
地
域
資
源
の
価
値
を
都
市
住
民
と
一
緒
に
発
見
し
て
、そ

の
資
源
を
活
用
し
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い

う
の
が
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
導
入
し
た
も
う
一
つ
の
目
的

な
の
で
す
。

　

都
市
と
農
村
の
交
流
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し

て
、中
山
間
地
域
に
は
都
市
住
民
が
求
め
る
資
源
が
た
く
さ
ん

眠
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
資
源
は
現
代
の
日
本
人
が
求
め
て
い
る
も
の
と

い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、食
の
安
全
や

私
た
ち
が
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
る
大
山
千
枚
田
は
、

そ
の
美
し
い
景
観
に
加
え
、都
心
に
一
番
近
く
て
手

軽
に
農
業
体
験
が
で
き
る
棚
田
と
し
て
全
国
的
に
も
注
目
を

浴
び
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
棚
田
が
あ
る
千
葉
県
鴨
川
市
は
、水
族
館
の
鴨
川
シ
ー

ワ
ー
ル
ド
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
海
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と

思
い
ま
す
。し
か
し
、少
し
海
か
ら
離
れ
る
と
田
園
風
景
が
広

が
り
、さ
ら
に
山
の
方
へ
目
を
移
す
と
、広
大
な
斜
面
を
活
用

し
た
棚
田
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

棚
田
は
、段
々
畑
と
同
じ
よ
う
に
山
に
張
り
付
く
よ
う
に
田

ん
ぼ
が
あ
る
上
、耕
作
面
積
が
小
さ
く
、農
業
機
械
が
入
り
づ

ら
い
不
便
さ
か
ら
耕
作
放
棄
が
進
ん
で
い
ま
す
。大
山
千
枚
田

も
そ
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
一
九
九
七
年
に
、私
た
ち
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
山
千
枚

田
保
存
会
を
設
立
し
、ま
ず
、棚
田
の
保
存
を
目
的
に
関
東
地

方
で
初
め
て
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、都
市
住
民
に
一
〇
〇
平
方
㍍
当
た
り
三
万
円

の
参
加
費
で
棚
田
を
貸
し
出
し
、田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、脱
穀

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
山
千
枚
田
保
存
会

（
三
一
歳
）

浅
田 

大
輔

●
あ
さ
だ  

だ
い
す
け
●

大
学
、大
学
院
と
大
山
千
枚
田
の
棚
田
の
生
き

物
に
つ
い
て
研
究
。修
了
後
、二
〇
〇
七
年
よ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
山
千
枚
田
保
存
会
に
就
職
。地

域
の
生
き
物
調
査
や
自
然
観
察
会
や
里
山
を
使

っ
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
・
運
営
を
し
て

い
る
。
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豊
か
な
自
然
、疲
れ
た
体
と
心
を
癒
す
空
間
、人
と
の
交
流
な

ど
、挙
げ
れ
ば
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

中
山
間
地
域
に
住
む
人
々
は
普
段
の
生
活
の
中
で
こ
れ

ら
が
当
た
り
前
に
あ
る
の
で
、な
か
な
か
そ
の
価
値

に
気
付
き
に
く
い
の
が
現
実
で
す
。ま
た
、力
不
足
と
も
い
え

る
中
山
間
地
域
か
ら
の
情
報
発
信
に
は
、都
市
住
民
の
協
力
を

得
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、大
山
千
枚
田
保
存
会
で
は
年
四
回「
あ
ん
ご
通

信
」と
い
う
会
報
を
会
員
向
け
に
発
行
し
て
い
ま
す
。原
稿
執

筆
は
地
元
農
家
だ
け
で
な
く
、棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
な
ど
に
参

加
し
て
い
る
会
員
に
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の

編
集
に
は
、会
員
の
中
で
編
集
技
術
を
持
つ
人
々
が
協
力
し
て

当
た
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。今
で
は
当
た
り
前
と
な
っ
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
山
間
地
域
に
は
都
市
住
民
が
求
め
て
い
る
資
源
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
先
に
書
き
ま
し
た
が
、都
市
部
に
は
中
山
間
地
域

の
人
た
ち
が
、な
か
な
か
持
ち
得
な
い
ス
キ
ル
、た
と
え
ば
前

述
の
よ
う
な
編
集
や
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。そ
れ
ら
を
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ

と
で
、現
在
の
日
本
が
抱
え
て
い
る
問
題
も
解
決
す
る
術
が
見

え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
、大
山
千
枚
田
で
は
年
間
三
〇
〇
〇
人
ほ
ど
の
小
学
生
の

体
験
活
動
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
参
加
者
も
小
学
生
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
の
家
族
が
非

常
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
先
生
や
参
加
者
に
参
加
の
目
的
を
聞
く
と
、都
会
で

少
な
く
な
っ
た
自
然
の
中
で
生
き
物
と
触
れ
合
い
た
い
、コ
メ

づ
く
り
を
通
じ
て
食
べ
物
の
あ
り
が
た
さ
を
伝
え
た
い
、と
い

う
声
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

大
山
千
枚
田
保
存
会
で
は
田
ん
ぼ
で
の
稲
作
以
外
に
も
、稲

わ
ら
細
工
や
藍
染
め
、田
ん
ぼ
や
周
辺
の
里
山
環
境
の
観
察
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ど
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
参
加
者
に
農
村
の
魅
力
や
食
の

安
全
、里
山
の
自
然
の
面
白
さ
、自
然
と
人
の
結
び
つ
き
な
ど

を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活
動
し
て
き
て
一
〇
年
が
経
ち
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、中
山
間
地
域
こ
そ
現
在
の
日
本
の

課
題
を
解
決
す
る
術
の
宝
庫
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、そ
れ
を
活
用
す
る
た
め
に
は
地
元
住
民
だ
け
で
な

く
、都
市
住
民
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。大
山
千
枚
田
保
存
会

は
、こ
れ
か
ら
も
都
市
と
農
村
が
連
携
し
て
地
域
が
元
気
に
な

る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

  

中
山
間
地
域
こ
そ
日
本
の
課
題
解
決
の
宝
庫

農
村
の
資
源
と
都
市
の
ス
キ
ル
を
マッ
チ
ン
グ
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大
手
金
融
機
関
で
培
っ
た
経
営
を
見
る

目
を
生
か
し
て
、山
梨
県
で
独
自
の
農
業

経
営
手
法
を
も
と
に
、こ
だ
わ
り
の
野
菜

生
産
で
成
功
。田
中
社
長
は
ま
だ
四
一
歳

の
若
さ
で
、本
業
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
で
の
経

営
者
と
し
て
の
評
価
だ
け
で
な
く
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
農
業
の
学
校
で
の
農
業
人
材
の
育

成
、農
業
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
分
野

で
も
評
価
を
得
て
い
る
。キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
も
の
づ
く
り
」。強
い
生
産
現
場
を
構
築

し
、農
業
の
新
し
い
カ
タ
チ
を
創
り
出
す

こ
と
だ
。

　
金
融
現
場
で
企
業
経
営
者
に
学
ぶ

―
―
大
手
金
融
機
関
の
仕
事
を
経
て
、三

二
歳
で
農
業
生
産
法
人
・
株
式
会
社
サ
ラ

ダ
ボ
ウ
ル
を
立
ち
上
げ
、農
業
で
起
業
し

た
の
は
、た
く
ま
し
い
で
す
ね
。

田
中　
た
く
ま
し
い
か
ど
う
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、実
家
が
野
菜
生
産
農
家
で
、生

産
や
経
営
の
課
題
が
何
か
と
い
う
こ
と
に

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、特
に
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

金
融
機
関
で
企
業
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
に
携
わ
る
中
で
、経
営
者
が
想
い
を
カ

タ
チ
に
し
て
い
く
姿
を
間
近
で
見
て
い
る

う
ち
に
、ど
う
し
て
も
自
分
で「
農
業
の
新

し
い
カ
タ
チ
を
創
り
た
い
」と
い
う
強
い
想

い
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、起

業
に
至
り
ま
し
た
。

―
―
実
家
の
農
業
に
は
一
切
携
わ
ら
ず
、

金
融
機
関
を
経
て
新
し
い
視
点
で
農
業
経

営
を
や
る
と
こ
ろ
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
ね
。

田
中　
大
学
卒
業
時
に
就
職
を
考
え
る
に

当
た
っ
て
、農
業
は
選
択
肢
に
全
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。当
時
は
農
業
が
成
り
立

つ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。

―
―
そ
の
後
、外
か
ら
農
業
を
見
て
、考
え

が
変
わ
っ
た
？

田
中　
社
会
の
仕
組
み
そ
の
も
の
が
変
わ

る
中
で
、農
業
に
対
す
る
社
会
的
な
要
請

も
変
わ
り
、農
業
が
果
た
せ
る
役
割
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

農
業
に
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
し
、

強
い
現
場
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、成
長
産
業
に
な
る
で
し
ょ
う
。農
業

は
も
の
づ
く
り
で
あ
り
、現
場
に
こ
そ
利

益
の
源
泉
が
あ
り
ま
す
。農
業
に
は
無
限

の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
と
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。

―
―
金
融
機
関
で
の
企
業
と
の
取
引
で
、

ど
ん
な
こ
と
が
ヒ
ン
ト
に
？

田
中　
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
り
ま

し
た
。「
５
Ｓ
」や
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
代
表

さ
れ
る
生
産
方
式
の「
カ
イ
ゼ
ン
」な
ど
で

す
。「
５
Ｓ
」は
、同
じ
も
の
づ
く
り
の
農
業

の
現
場
に
も
重
要
な
も
の
だ
と
考
え
、法

人
を
立
ち
上
げ
た
後
、し
ば
ら
く
し
て
導

入
し
ま
し
た
。

　
「
５
Ｓ
」会
議
で
現
場
の
課
題
解
決

―
―
「
５
Ｓ
」と
い
う
の
は
？

田
中　
整
理
―
整
頓
―
清
掃
―
清
潔
―
躾

（
し
つ
け
）の
五
つ
の
頭
文
字
を
と
っ
て「
５

Ｓ
」と
言
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
現
場
で
も
起
業
当
初
は
、も

の
づ
く
り
と
し
て
の
現
場
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
た
め
、ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
が
多
く
、

生
産
性
は
上
が
ら
ず
、常
に
長
時
間
労
働

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、

効
率
性
や
生
産
性
を
は
じ
め
と
す
る
生
産

現
場
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
取
り
組

ん
だ
の
で
す
。

―
―
単
な
る
精
神
運
動
に
な
る
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
が
、そ
こ
は
現
場
徹
底
を
？

強
い
も
の
づ
く
り
現
場
目
指
す

農
業
の
新
し
い
カ
タ
チ
を
創
る

田
中 

進
さ
ん
山
梨
県

株
式
会
社
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル

シ
リ
ー
ズ

変
革
は
人
に
あ
り
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変革は人にあり

田
中　
取
り
組
み
当
初
は
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。あ
る
時
期
、本
質
的
な
理
解

に
欠
け
、「
５
Ｓ
」が
た
だ
の
清
掃
活
動
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、現
場
の
意
識
改
革
が
必
要

だ
と
考
え
、農
作
業
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム

と
も
い
え
る
午
後
一
時
半
か
ら
の
三
〇
分

間
を
、一
年
通
し
て
毎
日「
５
Ｓ
」活
動
の
時

間
と
し
、す
べ
て
の
作
業
に
優
先
し
て
実

践
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。

　
生
産
工
程
を
シ
ス
テ
ム
化

―
―
「
５
Ｓ
」活
動
で
目
指
し
た
の
は
作
業

工
程
の
シ
ス
テ
ム
化
？

田
中　
い
え
、シ
ス
テ
ム
化
は
あ
く
ま
で

結
果
で
す
。現
在
、サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
の
農
地

は
ほ
と
ん
ど
が
借
地
で
、面
積
に
し
て
一
八

㌶
。一
二
〇
カ
所
に
点
在
し
て
い
る
上
、施

設
栽
培
の
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
、露
地
栽
培

の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
全
部
で

約
三
〇
品
目
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

同
時
並
列
的
に
進
む
作
業
に
対
し
組
織

と
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

生
産
工
程
の
カ
イ
ゼ
ン
サ
イ
ク
ル
の
定
着

を
目
指
し
た
の
で
す
。カ
イ
ゼ
ン
を
重
ね
た

結
果
、シ
ス
テ
ム
化
が
で
き
上
が
り
ま
し

た
。そ
れ
も
、単
な
る
作
業
工
程
で
は
な
く
、

全
体
最
適
化
す
る
た
め
の
生
産
工
程
管
理

の
シ
ス
テ
ム
化
で
す
。

―
―
そ
し
て「
見
え
る
化
」に
つ
な
げ
て

い
っ
た
の
で
す
ね
。

田
中　
今
は
ク
ラ
ウ
ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
多
機
能
携
帯
端
末
で
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、こ
の
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
よ
り
、同
時
に
、人
材
育
成
、三
つ
の

見
え
る
化（
業
務
の
見
え
る
化
、進
捗
の
見

え
る
化
、数
値
の
見
え
る
化
）な
ど
も
一
層

効
果
を
上
げ
、大
き
く
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
技
術
力
で
強
さ
を

発
揮
す
る
中
堅
の
製
造
業
は
現
場
力
に
強

み
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。農
業
も

同
じ
で
す
か
。

田
中　
現
場
力
の
強
み
と
い
う
点
で
は
同

じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、必
ず
し
も
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
技
術
を
持
っ
て
い
る
必
要
は

な
い
と
思
い
ま
す
。一
番
大
事
な
の
は
、オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
技
術
に
よ
る
強
い
現
場
力

で
は
な
く
、誰
で
も
で
き
る
よ
う
な
当
た

り
前
の
こ
と
を
、誰
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
レ

ベ
ル
で
実
行
で
き
る
状
態
を
保
つ
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
は「
も
の
づ
く
り
」で
す
。強
い
現

場
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
が
、強
い
農
業
経

営
を
つ
く
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
戦
略
に
は「
強
い

農
業
現
場
を
つ
く
る
た
め
の
10
の
キ
ー
・

フ
ァ
ク
タ
ー
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
強
い
現
場
に
10
フ
ァ
ク
タ
ー

―
―
ど
ん
な
キ
ー
・
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
か
。

田
中　
そ
れ
は
①
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
、②

生
産
工
程
管
理
、③
コ
ス
ト
・
マ
ネ
イ
ジ
メ

ン
ト
、④
プ
ラ
イ
ス・メ
イ
キ
ン
グ
、⑤
人
材

育
成
、⑥
見
え
る
化
、⑦
適
正
規
模
経
営
、

⑧
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、⑨
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
、⑩
多
付
加
価
値
化
で
す
。

―
―
ど
れ
も
農
業
の
現
場
に
と
っ
て
は
戦

略
的
な
課
題
で
す
ね
。

田
中　
こ
れ
ら
を
実
行
で
き
れ
ば
、農
業

は「
強
く
」な
る
で
し
ょ
う
。計
画
や
目
標

を
定
め
、Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

に
沿
っ
て
的
確
な
生
産
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト

を
行
え
ば
、生
産
力
は
飛
躍
的
に
向
上
す

農業現場を強くすることが大事と語る田中社長

Profile

た
な
か　

す
す
む

一
九
七
二
年
山
梨
県
生
ま
れ
。四
一
歳
。横
浜
国
立
大
卒

業
後
の
九
四
年
に
旧
東
海
銀
行（
現
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
）に
入
行
、九
九
年
に
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険

に
転
職
。二
〇
〇
四
年
に
農
業
生
産
法
人
・
株
式
会
社
サ

ラ
ダ
ボ
ウ
ル
を
設
立
。〇
五
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
業
の
学

校
を
設
立
し
理
事
長
に
。東
北
復
興
・
農
業
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
農
業
経
営
者
リ
ー
ダ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
関
与
。妻
と
二
女
。

Data株
式
会
社
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル

本
社
は
山
梨
県
中
央
市
。資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
。田
中

進
社
長
。二
〇
〇
四
年
創
立
、当
初
は
資
本
金
一
〇
〇
〇

万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
、の
ち
に
増
資
。ト
マ
ト
、キ
ュ
ウ
リ

な
ど
三
〇
種
類
の
野
菜
を
生
産
、販
売
す
る
と
同
時
に
〇

九
年
か
ら
直
営
野
菜
レ
ス
ト
ラ
ン
・
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
キ
ッ

チ
ン
を
展
開
。農
業
生
産
や
経
営
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

農
業
者
の
育
成
・
研
修
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事
業
な
ど
を

事
業
化
。社
員
・
パ
ー
ト
を
含
め
三
〇
人
。
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変革は人にあり
る
と
、現
場
で
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
行
す

る
こ
と
で
、わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
周
り
の

方
々
の
評
価
も
変
わ
り
ま
し
た
。一
〇
年
前

の
ス
タ
ー
ト
当
初
は
、誰
も
が
う
ま
く
い

か
な
い
と
考
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
非
常
識
へ
の
挑
戦
の
連
続

―
―
と
言
い
ま
す
と
？

田
中　
当
時
、農
業
生
産
法
人
と
し
て
株

式
会
社
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
を
立
ち
上
げ
、農

業
未
経
験
の
若
者
た
ち
と
一
緒
に
取
り
組

も
う
と
し
た
時
に
、「
そ
ん
な
こ
と
は
で
き

る
わ
け
が
な
い
」と
周
り
か
ら
言
わ
れ
続

け
て
き
ま
し
た
か
ら
。

―
―
長
年
の
経
験
や
勘
だ
け
で
農
業
を

や
っ
て
き
た
人
の
発
想
で
す
ね
。

田
中　
私
は
そ
れ
に
答
え
る
立
場
に
あ
り

ま
せ
ん
が
、常
に
農
業
の
常
識
を
疑
い
、非

常
識
に
価
値
を
見
出
す
。そ
し
て
、そ
の
価

値
あ
る
非
常
識
を
カ
タ
チ
に
す
る
こ
と
に

ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。「
農
業
の
新
し

い
カ
タ
チ
を
創
る
」た
め
、非
常
識
へ
の
挑

戦
の
連
続
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―
人
材
育
成
を
大
き
な
経
営
テ
ー
マ
に

し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
業
の
学
校
も
当
初
か

ら
立
ち
上
げ
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

田
中　
農
業
は
、ど
ん
な
産
業
に
も
負
け

な
い
ほ
ど
人
材
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。し
か
し
、た
く
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い

る
の
も
、ま
た
事
実
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
多
く
の
脱
落
者
を
出
し
な
が
ら
、で
き

る
人
だ
け
を
選
び
出
す
の
で
は
、人
材
育

成
で
も
教
育
で
も
何
で
も
な
い
。農
業
を

志
し
た
人
の
多
く
を
、農
業
で
幸
せ
に
で

き
る
よ
う
に
、導
く
こ
と
が
必
要
な
の
だ
」

と
、教
育
に
携
わ
る
方
か
ら
教
え
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

―
―
研
修
生
に
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を

望
み
ま
す
か
。

田
中　
農
業
経
営
を
は
じ
め
る
と
問
題
解

決
の
連
続
と
な
り
ま
す
。問
題
解
決
力
を

身
に
付
け
る
に
は
自
律
型
の
人
間
に
な
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

目
の
前
の
問
題
を
自
分
以
外
へ
の
不
平

不
満
に
す
る
の
で
は
な
く
、み
ず
か
ら
の

課
題
と
捉
え
、そ
の
課
題
を
み
ず
か
ら
解

決
で
き
る
自
律
型
の
人
間
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
願
い
ま
す
。

―
―
最
近
は
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
の
経
営
へ
の

評
価
が
上
が
り
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
手

掛
け
ら
れ
て
い
る
と
か
。

田
中　
評
価
が
上
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、私
た
ち
の
取
り
組

み
を
一
つ
の
事
例
と
し
て
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
は
増
え
て
い
ま
す
。講
演

で
年
間
五
〇
回
ほ
ど
全
国
を
回
り
、視
察

に
も
同
程
度
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
依
頼

が
あ
っ
た
場
合
に
は
積
極
的
に
対
応
し
て

い
ま
す
。企
業
の
農
業
参
入
ニ
ー
ズ
が
高

ま
り
、現
場
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
た
い
と
い
う
企

業
が
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
金
融
機
関
が
取
引
先
の
農
業

者
へ
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
に
当
た
っ

て
、弊
社
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
依
頼
す

る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。農
業
へ
の

関
心
が
着
実
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
す
。

　
東
北
復
興
で
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り

―
―
キ
リ
ン（
株
）か
ら
東
北
復
興「
絆
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
お
け
る
農
業
部
門
で
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
と
い
う
話
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
ね
。

田
中　
え
え
、農
業
が
も
っ
と
価
値
あ
る

産
業
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ら
ば
、す
べ
て
引
き
受
け
ま
す
。キ

リ
ン
が
東
北
復
興
を
支
援
す
る
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、そ
れ
に
賛
同
し
て
、

企
画
・
運
営
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
東
北
か
ら
農
業
の
新
し

い
カ
タ
チ
を
生
み
出
す「
場
」と「
仕
組
み
」

を
つ
く
る
協
力
を
し
て
い
る
の
で
す
。

―
―
具
体
的
に
は
ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
？

田
中　
東
北
に
農
業
経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー

ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。他
産
業
と
の
融
合
や
交

流
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、次
世
代
の
地
域

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
真
の
農
業
経
営
者
を
生

み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

―
―
全
国
の
農
家
を
ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぎ
、

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
さ
れ
て
い
る
？

田
中　
そ
ん
な
上
か
ら
目
線
で
は
あ
り
ま

せ
ん
よ
。全
国
の
優
れ
た
農
業
経
営
を
実

践
さ
れ
て
い
る
方
々
と
日
頃
か
ら
交
流
し

て
い
ま
す
。自
分
た
ち
が
培
っ
て
き
た
こ
れ

ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
ど
ん
ど
ん
公
開
し
て

い
ま
す
が
、全
国
の
生
産
者
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。一
人
で
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、

多
く
の
人
と
共
有
す
る
こ
と
で
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
起
こ
り
、農
業
界
全
体
が
ス
テ
ー

ジ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。産
地
間
で
競
争
す
る
時
代
で
は
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―
ロ
ジ
ッ
ク
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
農

業
の
強
い
現
場
づ
く
り
を
実
践
さ
れ
た
の

は
さ
す
が
、と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、九
年

間
の
経
営
は
順
調
で
す
か
。

田
中　
お
か
げ
さ
ま
で
一
度
も
赤
字
に
な

る
こ
と
な
く
、こ
れ
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。初
め
て
農
業
に
取
り
組

む
と
い
っ
た
素
人
で
も「
強
い
農
業
現
場
を

つ
く
る
た
め
の
10
の
キ
ー
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」

の
よ
う
に
、自
身
に
と
っ
て
の
よ
り
ど
こ
ろ

を
持
ち
、そ
れ
を
実
践
さ
え
で
き
れ
ば
、農

業
経
営
は
順
調
に
い
く
と
感
じ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

牧
野 

義
司
）
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書評

　

近
所
の
農
家
が
ず
い
ぶ
ん
前
に
離
農
し
、都
会
に
出
て

行
っ
た
。田
畑
は
荒
れ
果
て
竹
や
ぶ
に
な
っ
て
い
る
。み
ん

な
で
花
で
も
植
え
よ
う
と
話
し
合
っ
た
が
、連
絡
が
取
れ

な
い
。現
代
の
村
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。と
こ
ろ

が
あ
る
村
で
は
、離
農
す
る
人
は
、家
屋
敷
と
田
畑
を
村

に
無
償
で
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
そ
う
だ
。

　

な
ぜ
な
ら
、耕
作
し
て
い
る
と
き
は
自
分
の
土
地
で
も
、

耕
す
こ
と
を
や
め
れ
ば
、土
地
は
村
有
に
戻
す「
掟
」が
あ

る
か
ら
だ
。た
だ
、残
念
な
が
ら
、こ
れ
は
江
戸
時
代
の
話

で
あ
る
。

　

著
者
は
こ
う
説
明
す
る
。「
排
他
的
、独
占
的
な
権
利
を

主
張
す
る
だ
け
で
は
、経
済
的
な
困
難
か
ら
所
有
権
を
手

放
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
に
、誰
も
助
け
て

く
れ
ま
せ
ん
。共
同
所
有
と
個
別
所
有
が
重
な
り
合
っ
た

よ
う
な
江
戸
時
代
の
所
有
の
あ
り
か
た
を
、百
姓
た
ち
は

宇
根　

豊

（
百
姓
）

主
体
的
に
選
択
し
た
の
で
し
ょ
う
」。

　

こ
れ
は
社
会
主
義
の
共
有
と
も
遠
く
か
け
離
れ
て
い

る
。現
在
の
農
村
を
苦
し
め
て
い
る
、耕
作
放
棄
、無
断
転

用
、大
規
模
開
発
な
ど
は
、確
か
に
農
業
政
策
の
帰
結
な

の
だ
が
、明
治
以
降
の
近
代
的
な
個
別
占
有
的
な
土
地
所

有
権
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
と
い
う
の
は
明
白
だ
。

　

歴
史
は
恐
い
も
の
だ
。か
つ
て
私
た
ち
は
、太た

い

閤こ
う

検
地

に
よ
っ
て
百
姓
は
土
地
に
縛
り
付
け
ら
れ
た
、と
習
っ
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
、検
地
は
百
姓
の
土
地
所
有
を
認
知
す
る

も
の
だ
っ
た
、と
い
う
再
評
価
が
始
ま
っ
た
。そ
し
て
著

者
は
そ
の
先
の
歴
史
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い
る
。「
検

地
帳
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
、土
地
所
有
権
の
絶
対
的
な

根
拠
に
な
り
ま
し
た
。す
な
わ
ち
、統
一
政
権
の
政
策
に

は
小
農
自
立
を
後
押
し
し
た
い
と
い
う
意
義
が
あ
っ
た

も
の
の
、基
本
は
あ
く
ま
で
も
、中
小
の
百
姓
た
ち
自
身

の
自
立
に
向
け
た
努
力
に
あ
っ
た
の
で
す
」。

　
「
小
農
自
立
」と
い
う
言
葉
が
、戦
国
時
代
ま
で
さ
か
の

ぼ
れ
る
と
は
、感
動
的
だ
っ
た
。庶
民
の
家
の
歴
史
が
一
七

世
紀
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
れ
な
い
の
は
、そ
れ
以
前
に
は

家
が
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。そ
う
言
わ
れ
る
と
、

家
が
愛
お
し
く
な
る
か
ら
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。

　

著
者
は
、歴
史
を
研
究
す
る
の
は「
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
の
中
か
ら
価
値
あ
る
も
の
を
救
い
出
し
、未
来
に

お
い
て
再
生
さ
せ
る
」こ
と
だ
と
言
う
。

　
「
原
子
力
ム
ラ

4

4

」と
い
う
よ
う
な
使
い
方
が
マ
ス
コ
ミ

に
よ
っ
て
多
用
さ
れ
て
い
る
。排
他
的
な
村
、封
建
的
な

村
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
し
ま
っ
た
昔
の
歴
史

学
の
色
眼
鏡
を
捨
て
、む
し
ろ
優
れ
た
共
同
体
と
し
て
、

封
建
時
代
の
村
を
見
直
し
て
み
る
と
い
い
。　
　
　

  

『
百
姓
の
力 

江
戸
時
代
か
ら
見
え
る
日
本
』

土
地
所
有
を
根
底
か
ら
問
い
直
す
歴
史

渡
辺 
尚
志
著

書
評

森林経営計画ガイドブック 森林経営計画がわかる本 森林計画研究会/編 全国林業改良普及協会 3,675円

解説 森林法  森林・林業基本政策研究会/編著 大成出版社 4,935円

東京農場　坂本多旦いのちの都づくり  松瀬 学/著 論創社 1,260円

 武本 俊彦/著 農林統計協会  3,360円

ここが間違っている！日本の農業問題 農業・食料・ＴＰＰの“真”常識 鈴木 宣弘、木下 順子/著 家の光協会  800円

日本農業への正しい絶望法 神門 善久/著 新潮社  777円

儲かる農業 「ど素人集団」の農業革命 嶋崎 秀樹/著 竹書房 893円

ＴＰＰで日本は世界一の農業大国になる ついに始まる大躍進の時代 浅川 芳裕/著 ＫＫベストセラーズ 1,575円

農業と経済2013.4臨時増刊号 食のシステム・クライシス  昭和堂 1,700円

まっとうな日本は農政から 農業の元気は日本の元気 山田 としお/著 家の光協会 840円

タイトル 著者 出版社 定価
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

（柏書房・2,310円 税込）

読まれてます 三省堂書店農水省売店（平成25年3月１日～平成25年3月31日・価格は税込）

食と農の「崩壊」からの脱出 食料・農業・農村政策を「マーケット・イン型、地域
分散・ネットワーク型、納税者負担型」へ転換せよ
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の
財
産
と
し
て
守
り
、そ
こ
で
得
た
利
益
を「
教
育
の
振

興
」「
住
民
福
祉
」「
環
境
保
全
」な
ど
の
地
域
の
公
益
に
の

み
使
う
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
よ
う
に
村
有
財
産
の
所
有
権
を
全
て
地
区

民
に
移
し
た
社
団
法
人
の
設
立
は
日
本
で
も
初
め
て
の

画
期
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。会
の
結
成
に
よ
り
自
主
財
源

を
確
保
し
た
こ
と
が
、「
行
政
や
補
助
金
だ
け
に
頼
ら
な

い
地
域
づ
く
り
」に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

八
〇
年
代
半
ば
以
降
、上
秋
津
地
区
の
人
口
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、混
住
化
が
進
む
と
同
時
に
地
域
の
あ
り
方
に

関
す
る
議
論
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、九
四
年「
秋
津
野
塾
」が
設
立
さ
れ
た
。

地
域
に
あ
る
全
て
の
団
体
が
加
盟
し
縦
横
に
統
合
さ
れ

た
組
織
で
あ
る
こ
と
、地
域
の
全
住
民
の
幅
広
い
合
意
形

成
を
図
る
場
で
あ
る
こ
と
、各
団
体
が
連
携
協
働
し
な
が

ら「
地
域
力
」を
高
め
る
こ
と
の
三
つ
の
目
的
を
実
現
す

る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。

　

以
降
は
、地
域
の
合
意
形
成
、農
業
生
産
の
向
上
な
ど

の
面
で
、こ
の
秋
津
野
塾
は
地
域
づ
く
り
の
基
盤
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　
村
づ
く
り
で
天
皇
杯
受
賞

　
一
九
九
六
年
に
は
、そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、農
林
水

産
省
主
催
の「
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
部
門
」で
天
皇
杯
を

受
賞
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、全
国
か
ら
多
く
の
人
々
が
視

察
に
訪
れ
た
。

　

し
か
し
、実
は
私
た
ち
が
逆
に
視
察
団
の
方
々
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
。そ
の
中
で
象
徴
的
だ
っ
た
の
は

「
元
気
な
農
村
地
域
に
は
、農
産
物
直
売
所
が
あ
り
頑

張
っ
て
い
る
」と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。そ
れ
を
聞
き
、上
秋

津
に
も
、ぜ
ひ
農
産
物
の
直
売
所
を
つ
く
ろ
う
と
秋
津
野

塾
で
議
論
を
重
ね
た
。そ
し
て
九
九
年
、農
家
を
は
じ
め

有
志
三
一
名
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
万
円
を
出
し
合
っ
て
、わ

ず
か
一
〇
坪
の
プ
レ
ハ
ブ
直
売
所
を
開
設
し
た
。

　

目
的
は
①
地
産
地
消
の
啓
蒙
、②
埋
も
れ
た
産
品
の
掘

り
起
こ
し
、③
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
の
場
、④
地
域
の

交
流
の
場
で
あ
る
。こ
の
直
売
所
に
は「
秋
津
野
直
売
所

き
て
ら
」（
以
下
、「
き
て
ら
」）と
い
う
名
前
が
つ
け
ら
れ
、

地
域
ぐ
る
み
で
秋
津
野
起
こ
し

ソ
ー
シ
ャ
ル・ビ
ジ
ネ
ス
で
活
性
化

和
歌
山
県
田
辺
市

株
式
会
社
き
て
ら
　
代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
秋
津
野
　
代
表
取
締
役
副
社
長

連
載　
地
域
再
生
へ
の
助
走

　
地
域
資
源
生
か
す
伝
統

　

私
た
ち
の
地
域
、和
歌
山
県
田
辺
市
上
秋
津
地
区
に
は

平
安
時
代
に
藤
原
氏
の
荘
園
と
し
て
集
落
が
形
成
さ
れ

て
い
た
。地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
紀
州
高
尾
山
で
は
、

藤
原
道
長
の
七
番
目
の
娘「
尊
子
」ゆ
か
り
の
も
の
と
さ

れ
る
経
塚
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。こ
の
経
塚
は
日
本
三
大

経
塚
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
お
り
、発
掘
さ
れ
た
鏡
、刃
な

ど
の
出
土
品
は
東
京
国
立
博
物
館
に
保
管
・
展
示
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
古
い
歴
史
を
持
つ
上
秋
津
地
区
は
田
辺

市
の
西
部
に
位
置
し
、一
一
〇
〇
世
帯
、人
口
三
三
五
〇
人

の
農
村
地
域
で
あ
る
。年
間
平
均
気
温
一
六
・五
度
、降
水

量
一
六
五
〇
㍉
メ
ー
ト
ル
と
い
う
温
暖
多
雨
の
気
候
を

生
か
し
、主
に
ミ
カ
ン・ウ
メ
な
ど
の
果
樹
を
生
産
し
て
い

る
。そ
の
地
域
づ
く
り
の
原
点
は
、一
九
五
七
年
に
設
立

し
た
県
下
初
の
社
団
法
人「
上
秋
津
愛
郷
会
」に
あ
る
。上

秋
津
愛
郷
会
は
、旧
上
秋
津
村
が
昭
和
の
合
併
で
牟む

婁ろ

町

に
な
る
際
に
生
じ
た
七
〇
〇
㌶
に
及
ぶ
村
有
林
を
地
域

ま
ち

づ
く

り
　むらづくり　まちづくり　

む
ら

づ
く

りドットコム
.com

ま
ちづくり　むらづくり

玉
井 

常
貴
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まちづくり むらづくり

そ
こ
か
ら
上
秋
津
の
ソ
ー
シ
ャ
ル（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）・

ビ
ジ
ネ
ス
が
始
ま
っ
た
。

　

秋
津
野
塾
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
五
年
、そ
の
間
に
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
が「
こ
の
ま
ま
、が
む
し
ゃ

ら
に
進
ん
で
い
い
の
か
」「
地
域
を
見
直
し
、先
を
見
据
え

て
活
動
す
る
必
要
が
あ
る
」な
ど
の
意
見
が
出
始
め
た
。

　

そ
こ
で
、地
域
の
課
題
の
掘
り
起
こ
し
や
問
題
の
解
決

の
た
め
、二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
年
半
の
歳
月
を
か
け
、和

歌
山
大
学
と
連
携
し「
上
秋
津
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
作

成
し
、各
戸
に
配
布
し
た
。い
よ
い
よ
実
践
開
始
で
あ
る
。

　

ま
ず
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
地
域
の
主
要
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
た「
農
業
を
元
気
に
す
る
」「
地
域
を
元
気
に
す

る
」だ
が
、専
業
農
家
の
お
母
さ
ん
た
ち
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、大
半
が「
子
供
た
ち
に
農
業
を
継
が
せ
た

く
な
い
」と
い
う
実
態
が
浮
か
び
あ
が
っ
た
。

　

そ
こ
で
、そ
の
解
決
策
の
一
環
と
し
て
、成
果
を
上
げ
つ

つ
あ
っ
た「
き
て
ら
」を
、さ
ら
に
女
性
の
参
加
で
き
る
加

工
・
販
売
施
設
と
し
て
二
倍
の
大
き
さ
の
二
〇
坪
に
拡
大

し
よ
う
と
建
設
に
取
り
掛
か
っ
た
。出
資
者
を
追
加
募
集

す
る
と
あ
り
が
た
い
こ
と
に
五
五
名
の
出
資
者
を
得
て
、

移
転
し
て
新
装「
秋
津
野
直
売
所
き
て
ら
」が
誕
生
し
た
。

　
俺
ん
家
ジ
ュ
ー
ス
が
評
判

　

翌
年
に
は
、多
く
の
農
家
か
ら「
ジ
ュ
ー
ス
用
に
出
荷

す
る
ミ
カ
ン
は
一
㌔
グ
ラ
ム
あ
た
り
三
～
五
円
と
割
に

合
わ
な
い
。自
分
た
ち
で
付
加
価
値
を
付
け
ら
れ
な
い

か
」と
の
声
が
上
が
り
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
で
ジ
ュ
ー

ス
を
製
造
販
売
し
よ
う
と
立
ち
上
が
っ
た
。

　

工
場
建
設
費
用
は
一
五
〇
〇
万
円
。こ
れ
も
補
助
金
に

頼
ら
な
い
で
ど
う
に
か
し
た
い
。新
た
に
出
資
者
を
募
り
、

各
五
〇
万
円
の
出
資
額
で
三
一
名
が
参
加
、｢

俺お
れ

ん
家ち

ジ
ュ
ー
ス
倶
楽
部｣

を
立
ち
上
げ
、「
き
て
ら
」の
敷
地
内

に
県
内
最
小
の
ジ
ュ
ー
ス
工
場
が
完
成
し
た
。

　
い
わ
ば
六
次
産
業
化
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。ほ
ど
な
く

俺
ん
家
ジ
ュ
ー
ス
は
評
判
と
な
り
、「
き
て
ら
」の
主
力
商

品
と
な
っ
た
。う
れ
し
い
こ
と
に
、規
模
を
拡
大
し
た「
き

て
ら
」は
一
億
円
を
売
り
上
げ
る
企
業
に
成
長
し
、二
〇

〇
六
年
、資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
の
株
式
会
社
き
て
ら
を

設
立
し
た
。

　
一
〇
年
に
は
、「
き
て
ら
」と「
俺
ん
家
ジ
ュ
ー
ス
倶
楽

部
」の
経
営
を
統
合
し
、資
本
金
も
二
三
八
〇
万
円
に
増

資
し
た
。そ
の
後
も
柑
橘
を
使
っ
た
洋
菓
子
製
造
を
行
う

新
部
門「
ス
ィ
ー
ツ
工
房
バ
レ
ン
シ
ア
畑
」も
加
え
、一
二

年
に
は
売
り
上
げ
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
を
数
え
た
。ま
た
、

約
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
工
場
も
、一
〇

profile
玉井 常貴　たまい つねたか 上秋津地区の地域振興
1944年3月11日生まれ。和歌
山県田辺市出身。1963年日本
電信電話公社入社。在勤中よ
り、上秋津の地域づくりに参
画。秋津野塾の創立などに深
く関わり、「秋津野直販所きて
ら」や「俺ん家ジュース倶楽
部」設立に尽力。2008年株式
会社秋津野代表取締役副社長、
11年株式会社きてら代表取
締役社長に就任。農業主体の
ソーシャル・ビジネスで地域
づくりに取り組んでいる。

農を基軸にすえた、住民による地
域活性化を目指して、1957年社団
法人上秋津愛郷会、94年地域づ
くり塾「秋津野塾」、2004年俺ん家
ジュース倶楽部、07年農業法人株
式会社秋津野を発足し、秋津野
直売所「きてら」やグリーンツーリズ
ム施設「秋津野ガルテン」を運営し
ている。1996年豊かなむらづくり部
門全国表彰事業で天皇杯受賞。
2009年株式会社秋津野がビジネ
ス55選に選ばれる。10年オーライ
日本大賞を受賞。

上：この地方の方言で“来て下さい”から名付けられた「秋津野直売所 
　  きてら」
下：気軽に農村・農業とふれ合える「秋津野ガルテン」
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まちづくり むらづくり

落
で
事
業
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。高
額
な
買
い
取
り
価

格
に
厳
し
い
意
見
が
飛
び
交
う
。「
事
業
に
失
敗
し
た
ら
、

誰
が
責
任
を
取
る
の
か
」な
ど
の
問
い
か
け
も
あ
っ
た
。

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　
年
配
者
の
提
案
で
建
設
に
弾
み

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
た
中
で
、総
会
が
開
催
さ
れ

た
。「
現
在
は
人
口
増
だ
が
、産
業
で
あ
る
農
業
が
衰
退
す

る
と
い
ず
れ
過
疎
の
町
に
な
る
だ
ろ
う
」「
行
政
も
、取
り

組
む
と
こ
ろ
に
は
応
援
は
あ
る
。何
も
し
な
い
と
何
も
残

ら
な
い
時
代
だ
」な
ど
の
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。す
る
と

突
然
、七
〇
歳
く
ら
い
の
年
配
の
方
が
発
言
し
た
。「
建
設

委
員
会
に
地
域
の
将
来
を
託
し
て
は
ど
う
か
」。こ
の
意

見
に
促
さ
れ
、採
決
は
買
い
取
り
で
決
し
た
。

　

続
く
課
題
は
、資
金
調
達
だ
っ
た
。当
初
か
ら
こ
の
事

業
の
建
設
費
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー・ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
は

一
億
円
が
限
度
で
あ
る
と
事
業
計
画
で
位
置
づ
け
て
お

り
、こ
れ
に
基
づ
き
、国
の
交
付
金
な
ど
を
調
査
、農
林
水

産
省
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
を
活
用
す
る

こ
と
に
し
た
。交
付
率
は
五
〇
％
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
和
歌
山
県
や
田
辺
市
に
も
援
助
を
求
め
、合
わ

せ
て
七
五
％
の
支
援
を
得
た
。残
り
の
二
五
％
は
建
設
委

員
会
で
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。法
人
設
立
を
前
提
に
、

建
設
委
員
が
地
域
全
戸
に
事
業
計
画
書
を
配
布
、全
集
落

で
改
め
て
説
明
会
を
開
催
し
出
資
者
を
募
っ
た
。

　

な
か
な
か
出
資
者
が
現
れ
な
い
中
、新
し
く
転
入
し
て

き
た
お
母
さ
ん
の「
私
た
ち
も
地
域
づ
く
り
の
夢
に
参
加

で
き
る
の
か
」と
い
う
言
葉
に
委
員
た
ち
も
奮
い
立
っ
た
。

　

結
果
は
、議
決
権
の
あ
る
上
秋
津
地
区
住
民
株
と
地
区

外
の
応
援
団
株
を
合
わ
せ
て
四
八
九
名（
一
株
二
万
円
）

の
出
資
者
を
募
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

晴
れ
て
資
本
金
四
一
八
〇
万
円
の
農
業
法
人「
株
式
会

社
秋
津
野
」が
誕
生
、二
〇
〇
八
年
一
一
月「
秋
津
野
ガ
ル

テ
ン
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。名
は「
秋
津
野
の
庭
」（
ガ
ル
テ

ン
は
ド
イ
ツ
語
で
小
さ
な
庭
）を
意
味
し
、地
域
住
民
が

中
心
と
な
り
事
業
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
の
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

事
業
内
容
は
、食
育
・
食
農
教
育
、貸
農
園
、農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
、み
か
ん
オ
ー
ナ
ー
樹
、田
舎
暮
ら
し
支
援
、地
域

づ
く
り
研
修
受
け
入
れ
な
ど
。

　

雇
用
は
、交
流
専
従
者
三
名
に
季
節
労
働
者
登
録
も

含
め
約
四
〇
名
。働
く
人
た
ち
の
中
心
は
、「
他
地
区
か
ら

嫁
い
で
来
ら
れ
た
お
母
さ
ん
」や「
新
し
く
移
住
し
て
来

ら
れ
た
お
母
さ
ん
」た
ち
で
あ
る
。

　
地
域
の
活
性
が
経
済
効
果

　

二
〇
一
二
年
ま
で
に「
き
て
ら
」と「
秋
津
野
ガ
ル
テ
ン
」

を
合
わ
せ
約
一
二
万
人
に
上
る
来
訪
者
が
あ
っ
た
。こ
の

数
値
を
も
と
に
、地
域
に
も
た
ら
さ
れ
た
経
済
効
果
を
、

和
歌
山
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
推
計
し
た
と
こ
ろ
、

一
一
年
度
は
約
一
〇
億
円
と
な
っ
た
。ま
た
、〇
八
年
以
降

の
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
広
告
宣
伝
効
果
は
、約
六
億
七
〇
〇

〇
万
円
と
な
っ
て
お
り
、田
辺
地
域
全
体
へ
の
波
及
効
果

が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。こ
れ
は
利
益
追
求
で
は
な

く
、地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
き
た
こ
と
が
良
い
結
果

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
は
、地
域
の
将
来
を
担
う「
人
材
育
成
」事
業
に
力

を
入
れ
る
と
と
も
に
、大
学
・
行
政
・
地
域
が
連
携
し
て｢

紀
州
熊
野
地
域
づ
く
り
学
校｣

を
全
国
ネ
ッ
ト
で
展
開
し
、

私
た
ち
が
こ
の
上
秋
津
で
培
っ
て
き
た
地
域
振
興
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
全
国
の
地
域
と
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
増
設
し
た
。

　
木
造
校
舎
を
活
用
し
よ
う
！

　

上
秋
津
地
区
は
、平
成
に
入
っ
て
か
ら
も
人
口
が
増
え

続
け
た
。当
然
子
ど
も
も
増
え
る
。学
校
も
狭
く
な
り「
新

校
舎
」の
建
設
を
行
政
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、当
初
、行
政

は
学
校
を
移
転
、跡
地
は
宅
地
化
す
る
案
を
持
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
地
域
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
う
と
、こ
の
校
舎
は
全
国
に
も
数
少
な
い
木
造
校
舎

で
住
民
の
思
い
入
れ
も
深
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
な
ん
と

か
存
続
し
活
用
す
る
方
法
が
な
い
か
」と
の
意
見
が
大
勢

を
占
め
た
の
だ
。こ
の
意
見
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
も
と

に
行
政
と
話
し
合
い
、再
検
討
を
開
始
し
た
。地
元
で
は
、

二
〇
〇
二
年「
木
造
校
舎
活
用
検
討
委
員
会
」を
立
ち
上

げ
、事
業
計
画
づ
く
り
を
始
め
る
。

　

多
面
的
な
意
見
を
求
め
る
た
め
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

に
は
、地
元
の
委
員
だ
け
で
な
く
、「
廃
校
の
活
用
に
先
進

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
」「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
メ
ン

バ
ー
の
和
歌
山
大
学
」「
田
辺
市
」「
Ｊ
Ａ
紀
南
」な
ど
に
参

加
し
て
も
ら
っ
た
。こ
の
構
成
が
、事
業
を
推
進
し
て
い

く
上
で
大
き
な
力
と
な
っ
た
。校
舎
を
活
用
し
た
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
の
だ
。

　

行
政
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、「
旧
校
舎
と
土
地
を
地

域
が
買
い
取
る
。さ
ら
に
、運
営
会
社
は
地
域
で
立
ち
上

げ
る
」と
い
う
こ
と
で
決
着
を
見
た
。買
い
取
り
価
格
は
、

約
一
億
円
。決
着
後
は
ま
ず
、「
木
造
校
舎
活
用
検
討
委
員

会
」を「
建
設
委
員
会
」に
切
り
替
え
、土
地
建
物
の
買
い

取
り
を
上
秋
津
愛
郷
会
に
要
望
す
る
こ
と
を
決
め
た
。こ

の
要
請
を
受
け
、会
員
五
〇
〇
名
に
よ
る
総
会
の
開
催
を

決
定
し
た
。い
よ
い
よ
地
域
合
意
の
取
り
付
け
で
あ
る
。

　

上
秋
津
地
区
は
、集
落
が
一
一
あ
る
が
、委
員
は
各
集
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二
月
二
六
日
か
ら
三
月
一
日
ま
で
の

四
日
間
、タ
イ（
バ
ン
コ
ク
、プ
ー
ケ
ッ
ト

島
）に
お
い
て
、ア
ジ
ア
太
平
洋
農
村
・

農
業
金
融
協
会（
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ａ
）の
理

事
会（
写
真
上
）と
公
開
討
論
会
及
び
現

地
調
査
が
開
催
さ
れ
、日
本
公
庫
農
林

水
産
事
業
本
部
か
ら
取
締
役
の
山
崎
康

史
と
情
報
戦
略
部
の
職
員
二
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

先
般
、日
本
公
庫
が
行
っ
た
調
査（
以

下
、公
庫
調
査
）で
は
、女
性
役
員・管
理

職
が
い
る
農
業
経
営
ほ
ど
売
上
・
収
益

力
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た（
Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
一
三
年
二
月
号
情
報
戦
略
レ
ポ
ー

ト
参
照
）。こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、公

開
討
論
会
で
報
告
の
あ
っ
た
海
外
の
農

村
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
状
況
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
女
性
向
け
融
資
回
収
率
高
い

　

公
開
討
論
会
で
は
ネ
パ
ー
ル
・
ラ
ス

ト
ラ
銀
行
か
ら
興
味
深
い
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
で
は
、地
域
の
農
家
グ

ル
ー
プ
を
通
じ
て
各
農
家
に
小
規
模
の

事
業
資
金
を
融
資
す
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。融
資

先
の
う
ち
女
性
中
心
の
農
家
グ
ル
ー
プ

は
、男
性
中
心
の
グ
ル
ー
プ
と
比
較
し

て
経
営
的
に
自
立
し
た
継
続
性
の
高
い

事
業
運
営
を
す
る
傾
向
に
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。そ
の
理
由
と
し
て
は
、女
性

は
男
性
と
比
較
べ
て
正
直
で
信
用
性
が

高
く
、計
画
的
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
、男
性
よ
り
も
女
性
の

方
が
融
資
に
よ
っ
て
新
た
に
取
り
組
む

事
業
が
う
ま
く
い
く
場
合
が
多
く
、融

資
回
収
率
も
高
い
と
い
う
調
査
結
果
が

出
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

現
地
調
査
で
は
、タ
イ
農
業･

農
業
組

合
銀
行（
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｃ
）の
融
資
先
で
あ
る

プ
ー
ケ
ッ
ト
島
の
天
然
ゴ
ム
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
視
察
し
ま
し
た
。ゴ
ム
生

産
に
加
え
、い
く
つ
か
の
農
家
女
性
グ

ル
ー
プ
が
ゴ
ム
を
加
工
し
た
お
も
ち
ゃ

や
コ
コ
ナ
ツ
菓
子
、布
製
の
造
花
、バ

テ
ィ
ッ
ク（
木
綿
の
ろ
う
け
つ
染
め
）ガ

ラ
ス
ペ
イ
ン
ト
と
い
っ
た
土
産
物
を
製

造
し
販
売
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
食
品
加
工
は
女
性
が
得
意

　

ゴ
ム
を
加
工
し
た
お
も
ち
ゃ
を
製
造

し
て
い
る
農
家
女
性
グ
ル
ー
プ
は
、二
〇

〇
一
年
に
生
ゴ
ム
価
格
が
暴
落
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、生
ゴ
ム
販
売
以

外
の
収
入
源
を
得
る
た
め
に
活
動
を
始

め
た
と
の
こ
と
で
、現
在
で
は
二
一
人
の

農
家
女
性
が
年
間
一
万
五
〇
〇
〇
個
を

製
造
し
、一
個
五
〇
ル
ピ
ー
（
約
一
五
〇

円
）で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

コ
コ
ナ
ツ
菓
子
を
製
造
・
販
売
す
る

グ
ル
ー
プ
は
、九
割
以
上
が
農
家
女
性

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、男
性
は
原
料
と

な
る
農
産
物
生
産
と
そ
の
運
搬
の
み
に

携
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
女
性
の
強
み
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
菓
子
の
製
造
・
販
売
は

女
性
な
ら
で
は
の
気
配
り
が
生
き
る
」

「
組
織
の
運
営
や
資
金
管
理
は
女
性
の

方
が
得
意
」と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
ま

し
た（
写
真
下
）。

　

公
庫
調
査
で
も
、食
品
加
工
や
接
客
、

財
務
管
理
は
女
性
の
方
が
向
い
て
い
る

と
考
え
る
経
営
者
が
多
く
、タ
イ
で
も

同
様
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

最
終
日
の
夕
食
会
で
日
本
公
庫
か
ら

加
盟
各
機
関
へ
、先
の
東
日
本
大
震
災
の

際
に
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
義
援
金
に
つ

い
て
、改
め
て
お
礼
の
言
葉
を
伝
え
ま
し

た
。（
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

被
災
者
支
援
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
）

（
情
報
戦
略
部　

林 

活
歩
・
綿
貫 

大
祐
）

●
交
叉
点
●

タ
イ
訪
問
報
告

海
外
の
農
村
で
も
女
性
が
活
躍
し
て
い
ま
す

APRACA理事会の様子

ココナツ菓子を製造・販売する女性グループ
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日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
は
、三
月

七
～
八
日
、科
学
技
術
館（
東
京
都
千
代

田
区
）に
て「
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
催
し
、全
国
か
ら

金
融
機
関
職
員
や
税
理
士
な
ど
二
〇
三

名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、宮
城
大
学
副
学
長
の

大
泉
一
貫
氏
、農
林
漁
業
成
長
産
業
化

支
援
機
構
執
行
役
員
の
坂
本
忠
弘
氏
ほ

か
か
ら
ご
講
演
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

農
業
経
営
者
や
農
業
経
営
上
級
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
本
公
庫
で
は
年
二
回
定
期
的
に
研

修
会
を
開
催
し
、全
国
の
農
業
経
営
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。　

 （
総
合
支
援
部
）

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
、八
月
二
二
、

二
三
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催

す
る「
第
８
回
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

東
京
２
０
１
３
」の
出
展
者
を
募
集
し
て

い
ま
す（
募
集
期
間
五
月
三
一
日
ま
で
。

た
だ
し
、申
し
込
み
小
間
数
が
収
容
上

限
に
達
し
次
第
受
け
付
け
終
了
）。詳
細

は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
exhibitiontech.com

/afx/index.
htm

l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た「
第
7
回
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
東
京
２
０
１
２
」に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
出
展
者・来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
ご
案
内
し
ま
す
。多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。   （
総
合
支
援
部
）

「
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
催

プ
ロ
農
業
者
た
ち
の
国
産
農
産
物・加
工
食
品
展
示
商
談
会

「
第
８
回
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京
２
０
１
３
」の
出
展
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

大泉氏の講演を熱心に聴くアドバイザー

会場の様子

■公式登録総来場者数…12,538 名 (2011年度 12,327名）
■来場の目的は？

■あなたの業種は？

■来場者の関心は？

74.5％

57.5％

59.0％

50.1％

44.2％

37.5％

41.5％

29.9％

37.9％

20.4％

37.7％

16.4％

21.0％

16.2％

20.2％

15.6％

17.0％

8.4％

8.4％

7.6％

1.0％
0.8％

■出展者数…合計／627社　541小間　  ※共同出展者含む
■会期中商談件数…1社平均／24件　最高／160件
■会期中成約件数…1社平均／5件　最高／50件
■成約金額…………1社平均／357万円　最高／8,000万円
■出展の成果は？

前回の出展者分析 前回の来場者分析

見積り／サンプルの依頼
100％

50％

50％

100％
販売価格

味
生産量、取扱量

栽培、生産方法
流通経路、流通日数

出荷可能時期
包装形態
安全性

生産履歴
その他

新規顧客の開拓
既存の顧客との交流

同業者との交流
新製品への評価
異業種との交流

新製品開発のヒント
当業界の情報収集

高い確立の引き合い
会期中の成約

その他
特になし ※複数回答可

※複数回答可

45.5％

44.1％

32.4％

22.6％

3.0％

2.6％

2.3％

1.2％

情報収集

新商品、新メニューの開発

新規取引先の開拓

取引相手先との交流

生産の効率化

その他

お中元・お歳暮商品の開発

セミナー聴講

※複数回答可

26.9％
15.5％
13.8％
9.6％
8.2％
7.8％
7.1％
6.3％
2.9％
1.0％
0.6％
0.3％

商社・卸売業・流通業

中食業・食品加工・製造業

小売業

生産者・組合

その他（野菜ソムリエ、外食コンサルタントなど）

関連技術

外食業・集客施設

行政組織・学術機関

通信販売業

宿泊業（ホテル・旅館）

海外関連企業

旅行業・観光産業
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平成25年5月1日現在

［制度の概要］

対象となる方

資金の使いみち

特例制度の内容

融資条件

対象期間

　平成24年度経済対策（平成24年11月30日閣議決定）の一環として、配合飼料価格の高
騰又は高止まりの影響を受けた畜産業を営む方を対象に、日本公庫の農林漁業セーフティ
ネット資金の特例制度が新たに措置されました。
　これを受けて、本支店に相談窓口を開設し、借入相談を受け付けておりますので、お気軽
に公庫本支店又は公庫資金取扱金融機関までご連絡ください。
　日本政策金融公庫は、配合飼料価格の高騰や高止まりの影響を受けた皆さまの経営の安
定を支援してまいります。

（1）実質無担保・無保証人制度
	 担保：不要
	 保証：原則として、個人の場合は不要、法人の場合は代表者のみ

（2）貸付限度額の特例
	 既往の残高と通算して600万円
	 ただし、簿記記帳を行っている者に限り、農業経営の規模等から貸付限度額
の引上げが必要であると認められる場合には、年間経営費の6／12に相当
する額、又は、粗収益の6／12に相当する額のいずれか低い額（3／12から
6／12に引上げ）

経営の維持安定に必要な長期運転資金

金利：0.35～0.55％
融資期間：10年以内（うち据置期間3年以内）

平成25年1月1日から平成26年3月31日までに貸付決定した案件

注：本特例の融資枠には限りがございます。
	 審査の結果により、ご希望に沿えない場合がございます。

配合飼料価格の高騰又は高止まりの影響を受けた畜産業を営む方

配合飼料価格高騰で影響を受けた畜産業の方へ

セーフティネット資金の特例制度が
措置されました
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♠
三
月
号
特
集『「
３
・
11
」立
ち
上
が
る

農
業
』を
読
ん
だ
。大
村
道
明
氏
の「
復

興
へ
の
壁
崩
し
希
望
の
人
材
育
成
を
」に

興
味
を
持
っ
た
。大
震
災
か
ら
二
年
。あ

ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
被
災
地
の

復
興
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

　

震
災
前
の
農
業
従
事
者
は
高
齢
者
が

多
い
地
域
の
よ
う
で
あ
っ
た
。そ
こ
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。再
建
し
よ
う
と

す
る
農
業
従
事
者
だ
け
で
は
や
っ
て
い

け
な
い
現
実
が
あ
り
、復
興
資
金
の
不
足

だ
け
で
な
く
、記
事
の
よ
う
に
外
部
の
人

材
、ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
手
だ

て
が
本
当
に
必
要
の
よ
う
だ
。

　

今
ま
で
の
慣
習
に
沿
う
の
で
は
な
く
、

新
し
い
発
想
を
持
っ
て
い
る
若
い
人
は

必
ず
い
る
。そ
の
人
た
ち
の
力
を
有
効
活

用
す
れ
ば
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、復
興
の
兆
し
は
見
え
る
は
ず

だ
。

　

是
非
前
向
き
志
向
で
の
農
業
復
活
を

期
待
し
た
い
。（
広
島
市　
七
〇
代 

男
性
）

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

　

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展
に

向
け
た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み
ん
な
の

広
場
」に
掲
載
し
ま
す
。二
〇
〇
字
程
度
で

す
が
、誌
面
の
都
合
上
編
集
さ
せ
て
頂
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。掲
載
者

に
は
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒一〇
〇
︲
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町一︲
九
︲
四

大
手
町
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
シ
テ
ィ 

ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

日
本
政
策
金
融
公
庫

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
三
︲
三
二
七
〇
︲二
三
五
〇

編集後記

遺
伝
資
源
が
明
治
の
昔
か
ら
そ
の
保

存
と
活
用
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
と
は

驚
き
で
す
。今
や
知
的
財
産
と
し
て
遺

伝
資
源
活
用
の
た
め
の
国
際
ル
ー
ル
も

整
備
さ
れ
て
い
る
そ
う
。安
全
な
食
糧

を
安
定
し
て
供
給
す
る「
種
子
」。こ
の

小
さ
な
粒
を
生
み
出
す
た
め
、農
業
者

が
播
種
を
す
る
前
に
、実
は
多
く
の
研

究
者
や
企
業
が
関
わ
り
汗
を
流
し
て
い

る
こ
と
知
り
ま
し
た
。　　
　

  （
竹
本
）

昨
今
話
題
の「
六
次
産
業
化
」。農
業

法
人
深
作
農
園
は
、そ
の
取
り
組
み
が

提
唱
さ
れ
る
ず
っ
と
前
か
ら
農
産
物
直

売
や
観
光
農
園
な
ど
を
展
開
し
発
展
し

て
き
ま
し
た
。「
安
全
・
安
心
」の
原
点
に

立
ち
、真
摯
に
向
き
合
っ
て
き
た
か
ら

こ
そ
、お
客
様
に
支
持
さ
れ
て
き
ま
し

た
。そ
の
一
貫
し
た
姿
勢
に
脱
帽
。そ
し

て
何
よ
り
、わ
が
社
も
か
く
あ
り
た
い
、

と
感
じ
ま
し
た
。　　
　
　
　

  （
田
口
）

ま
ち
づ
く
り
む
ら
づ
く
り
で
ご
紹
介

し
た
上
秋
津
地
区
は
、明
治
時
代
に
は

台
風
に
よ
る
大
水
害
で
壊
滅
的
な
被
害

に
見
舞
わ
れ
た
歴
史
が
あ
る
と
の
こ
と
。

そ
の
後
、村
人
た
ち
は
力
を
合
わ
せ
、長

い
期
間
を
か
け
復
興
を
し
て
き
た
そ
う

で
す
。先
人
の
知
恵
や
努
力
、そ
し
て
不

屈
の
精
神
は
確
か
に
玉
井
氏
や
今
を
生

き
る
人
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。　　
　
　
　
　

  （
城
間
）

「
あ
ま
お
う
」「
さ
ち
の
か
」「
と
ち
お

と
め
」「
紅
ほ
っ
ぺ
」な
ど
な
ど
。ち
ょ
っ

と
高
い
な
と
思
い
つ
つ
、見
た
目
と
香

り
に
誘
わ
れ
て
、購
買
意
欲
が
高
ま
る

イ
チ
ゴ
。消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
変

化
を
続
け
最
近
は
種
類
が
豊
富
で
大
粒
、

し
か
も
甘
い
。こ
れ
か
ら
は
ど
ん
な
イ

チ
ゴ
が
誕
生
す
る
の
で
し
ょ
う
。「
品
種

改
良
」の
未
来
の
チ
カ
ラ
に
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 （
林
田
）

メール配信サービスのご案内

　日本公庫農林水産事業本部では、メー
ル配信による農業・漁業・食品産業に関
する情報の提供をしています。メール配信
サービスの主な内容は次の四点です。

①日本公庫の独自調査（農業景況調査、
食品産業動向調査、消費者動向調査
など）結果

②公庫資金の金利情報や新たな資金制
度のご案内、プレス発表している日本公
庫の最新動向

③農業技術の専門家である日本公庫テク
ニカルアドバイザーによる農業・食品分
野に関する最新技術情報「技術の窓」

④日本公庫が発行する「ＡＦＣフォーラム」
「アグリ・フード・サポート」のダウンロード

　メール配信を希望される方は、日本公庫
のホームページ（http://www.jfc.go.jp/
n/service/mail_nourin.html）からご登
録ください。　　　　　   （情報戦略部）
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日時　2013年 8月22日㈭ 10：00
～17：00　・23日㈮ 10：00

～16：00

会場　東京ビッグサイト　西1ホール
主催　  

国産にこだわり
農と食

をつなぎます。

第8回 アグリフードEXPO 東京2013
プロ農業者たちの国産農産物・展示商談会
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●次代に継ぐ

『すべてをとじこめた田んぼ』 光安 アスカ　奈良県明日香村立 明日香小学校
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